本書の巧ぶ 


本書をお読みになる前に 

安全にお使いいただくための注意事項や、本書の表記について説明しています。必ずお 
読みください。 


第1章ご購入後の操作 

お買いボめいただいたパソコンを{まえるようにするための操作を説明しています。必ず、 
本書の手順に従って操作してください。 


第2章快適にお使いいただくために 

快適にお使いいただくための設定方法などについて説明しています。 


第3章 リカバリと再インストール 

本 パソコンを ご購入時の状態に戻す「リカバリ」 とソフ トウエアの「再 インス トール」に 
ついて説明します。 


第4章困ったときに 

おかしいなと思ったときや、わからないことがあったときの巧処方をについて説目月して 
います。 
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本書をお誘みになる前に 


本書の表記 


■ 本文中の記号 

本文中に記載されている記号には、次のような意ホがあります。 


記号 

意味 

诊 重要 

お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお 
読みください。 

P POINTV 

ハードウエアやソフトウエアを正しく動作させるために必要なことが書い 
てあります。必ずお読みください。 


参照ページや参照マニュアルを示しています。 


■ キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説明 
に必要な文字を次のように記述しています。 

例： 【 Ctrl 】 キー、 【 Enter 】 キー、 【一】 キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記しています。 

例：にがい [ F 3] キー、 【 Shift 】 + 【 T 】 キーなど 


■ コマンド 入力（キー入力） 

本文中では、コマンド入力を次のように表記しています。 

diskcopy a ： a ： 

T T 

• T の箇所のように文字間隔を空けて表記している部分は、 【 Space 】 キーを1回押してくださ 

い。 

• コマンド入力を英小文字で表記していますが、英大文字で入力してもかまいません。 

• CD - ROM ドライブのドライブをを、 [ CD - ROM ドライブ]と表記しています。入力の際は、 
お使いの環境に合わせて、ドライブ名を入力してください。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ setup . exe 


■ 画面例 

本書に記載されている画面は一例です。実際に表示されるウインドウやファイルをなどとは異 
なる場合があります。ご了承ください。 









■ 連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「一」でつなげて記述しています。 

例：「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」をポイントし、「アクセサリ」をク 
リックする操作 
丄 

「スタート」ボタン^ 「プログラム 」^ 「アクセサリ」 の 順にクリックします。 

■ BIOS 七ットアップの表記 

本文中の BIOS 七ットアップの設定手順において、をメニューやサブメニューまたは項目を、 
「一」レ、ィフン）でつなげて記述する場合があります。 

例：「メイン」メニューの「フロッピーディスク AJ の項目を「巧用しない」に設をします。 
丄 

「メイン」一「フロッピーディスク AJ :巧用しない 

■フ□ッピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブ 

フロッピー ディスクドライブ、 CD - ROM ドライブが搭載されていないモデルの場合、をドラ 
ィブが必要な操作では、別売の周辺機器を用意してください。使用できる周辺機器について 
は、『システム構成図』をご覧ください。 

周辺機器の使用ホをについては周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

■ お問い合わせ先 / URL 

本文中に記載されているお問い合わせ先や WWW の URL は2001年7月現在のものです。変 
更されている場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合せを 口」 へお問い合わせくださ 
い （"►『修理 サービス網一覧表』参照)。 

■ 製品の呼びかた 

本書に記載されている製品名称を、次のように略して表記します。 


製品名称 

本書での表記 

Microsoft® Windows® Millennium Edition 

Windows Me 

Windows 

Microsoft® Windows® 98 operating system SECOND EDITION 

Windows 98 

Microsoft® Windows® 95 operating system 

Windows 95 

Microsoft® Windows® 2000 Professional 

Windows 2000 

Microsoft® Windows NT® Workstation Operating System Version 4.0 

Windows NT 

Microsoft® MS-DOS® operating system 

MS-DOS 

VirusScan Ver.4.5.0 with SPl 

VirusScan 

Adobe® Acrobat® Reader 4.05 

Acrobat Reader 

Intellisync® for Notebooks 

Intellisync 

Intel® SpeedStep Technology Applet 

Intel SpeedStep 

ドライバーズ CD/ マニュアル CD 

ドライバーズ CD 

















■ 機種名表記 

本文中の機種名表記は、次のようになっています。機種名を確認してください。 


機種名 

本文中の表記 

FMV-6113NA9/B 

[NA] 

本パソコン 
パソコン本体 

FMV- 6000 NU/L 

FMV-6700NU9/L 

FMV-675NU9/L 

的の 

FMV-665NU9E 

的咖 

FMV-6750M 民 9/L 

[MR] 

FMV-6700MF9/X 

FMV-660MF9/X 

[MF] 

FMV-660MC9/W 

[MC] 


モデル 

本文中の表記 

モデム搭載 

モデム搭載モデル 

LAN 搭載 

LAN 搭載モデル 

[MC] タッチパネル搭載 

[MC] タッチパネルモデル 

[MC] タッチパネル搭載なし 

[MC] ベース モデル 


Microsoft. Windows、MS、MS-DOS、Windows NT は、米国 Micrasoft Corporation の米国およびその他の国におけるき 
録商標です。 

VirusScan は、米国 Network Associates 社及び関連会社の商標又はき録商標です。 

Puma Technoloay, Intellisync は米国プーマテクノロジー社の商標です。 

ZAURUS は、シャープ株式会社のを録商標です。 

Intel® SpeedStepT*" Technology は、米国 Intel Corooration のホ国およびその他の国における登録商標です。 

その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。 

その他の各製品は、各社の著作物です。 


All Rights Reserved, Copyright® 富 ± 通株式会社2001 

画面の使用に際してホ国 Microsoft Corporation の許諾を得ています。 




第 1 章 


ご購入後の操作 

お買い求めいただいたパソコンを使えるように 
するための操作を説明しています。必ず、本書 
の手順に従って操作して〈ださい。 


1セットアップ . 8 

2プレインストール仕様の確認 . 19 

3インス!ル/アンインス!ル . 27 

4ソフトウェアライブラリのアップデート . 31 










第 1 章ご購入後の操作 


1七ットアップ 


ネ刀めて電源を入れたあとに行う Windows の初期設定 （Windows セットアップ）につ 
いて説明します。必ず、本書の手順に従って操作してください。 


Windows 七ット/ッノ 

電源を入れて Windows 七ットアップを始めます。 

なお、内蔵ポインティングデバイスがない場合は、あらかじめマウスを用意してください。 

■ 留意事項 

• Windows 七ットアップを行う前に、周辺機器を取り付けないでください（カスタムメイドオ 
プシヨンを除く）。 Windows セットアップを行う前に周巧機器を取り付けると 、 Windows 
セットアップが正常に行われない場合があります。 

• Windows 七ットアップ時に音が鳴ります。スピーカーのボリュームを調整してください 
( "► P .50)。 

• Windows 七ットアップのをダィアログボックスが完全に表示されないうちにキーを押すと、 
Windows セットアップが正常に行われない場合があります。ダイアログボックスが完全に 
表示されてから、ポインティングデバイスで操作してください。 

• Windows 七ットアップが進められなくなった場合は、次の手順に従って、パソコン本体の電 
源を入れ直してください。 

し パソコン本体の MAIN スイッチを OFF にします。また、 MAIN スイッチのない機種は 
SUS / RES スィッチを4秒な上押したままにして、強制的に電 IS を切ります。 

2. 10砂な上たってから、パソコン本体の電源を入れます。 

• [ NA ] 的ののワイヤレスマウス添付モデルは、内蔵ポインティングデバイスで Windows 
七ッ ト アップを操作してください。 

■ 七ットアップ 

1 内蔵ポインティングデバィスがない場合、マウスを取り付けます （"►『ハー 
ドウ エア ガィド』 参照）。 

2 AC アダプタを接続し、本パソコンの電源を入れます。 

ハードウェアの検出が始まり、必要なソフトウェアがインストールされ、「ネットワー 
クパスワードの入力」ダイアログボックスが表示されます。 

P POINT 

► おほいの環境によっては、「ネットワークパスワードの入力」ダイアログボックスは表示さ 
れず、 「Windows 98へようこそ」の画面が表示されます。 

手順4へ進んで < ださい。 

3 「キャンセル」をクリックします。 

「Windows 98へようこそ」の画面が表示されます。 









1 セットアップ 


4 「名前」と「ふりがな」を入力し、「次へ」をクリックします。 

「ふりがな J は省略できます。 

• モデム搭載モデルの場合 

1. 「モデムを使って接結する」ダイアログボックスが表示されます。 

2. 「スキップ」をクリックします。 

「ダイヤルのキヤンセル」ダイアログボックスが表示されます。 

3. 「はい」を選択し、「次へ」をクリックします。 

使用許諾契約書が表示されます。 

「使用許諾契約書」とは、本パソコンにあらかじめインストールされている Windows を 
使用するうえでの契約を記述したものです。 

5 「使用許諾契約書」をよく読み、「同意する」をクリックし、「次へ」をクリッ 
クします。 


P POINT 

► 「同意しない J を選巧した場合は、「巧へ」をクリックし、メッセージに従って操作して< 
ださし、。 

「セットアップの完了」の画面が表示されます。 

6 「完了」をクリックします。 

「日付と時刻のプロパティ」ダイアログボックスが表示された場合は、「閉じる」をク 
リックします。 

7 「必ず実行してください」アイコンをダブルクリックします。 

「このパソコンに最適な設定を行います J ダイアログボックスが表示されます。 

が重要 

► 「必ず実行してください」を巧わないと、セットアップの最終設定が巧われません。必ず手 
順どおりに実行してください。 

8 「0 K 」 をクリックしまず。 

最終設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。 

P POINT 

► 「キャンセル」をクリックすると、最終設定が行われません。必ず 「0 K 」 をクリックして 
ください。 

9 「0 K 」 をクリックしまず。 

本パソコンが再起動します。 

P POINT 

► 「ネットワークパスワードの入力」ダイアログボックスが表示された場合は、「キャンセル」 
をクリックしてください。 

. ダイアログボックスが何も表示されなかった場合は、 Windows セットアップが完了し 
ました。 
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.「巧しいハードウエアの追加ウィザード」ダイアログボックスが表示された場合は、手 
順10へ進んでください。 

-「システム設をのを更」ダイアログボックスが表示された場合は、手順15へ進んでく 
ださい。 

10 「次へ」をクリックします。 

11 「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する （推奨）」 を選択し、「次へ」を 
クリックします。 

12 「次へ」をクリックします。 

「次のデバイス用のドライバファイルを検索します。」と表示されます。 

13 「次へ」をクリックします。 

ファイルがコピ' —され、「新しいハ ■ ー ドウエアに必要なソフトウエアがインスト ' —ルさ 

れました。」と表示されます。 

14 「完了」をクリックします。 

15 「システム設定の変更」ダイアログボックスが表示された場合は、「はい」をク 
リックします。 

本パソコンが再起動します。 

P POINT 

► 再起動に2〜3分かかる場合がありまず。 

これで、 Windows セットアップが完了しました。 

■七ットァップ後 

カスタムメイドオプションでアプリケーションを選択している場合は、添付の『アプリケー 
ション補足説明書』をご覧ください。 

P POINT 

► カスタムメイドオプションで CD - R / RW ドライブ ユニッ トを選がしている場合は 、 「Easy 
CD Creator 」 および 「 DirectCD 」 の設をを行ってください （"► P .18)。 


また、ご使用の機種やモデルに応じて、次の記述をご覧ください。 

• モデム搭載モデル 

「モデム（所在地情報）の設定（モデム搭載モデル)」 （••► P .11) 

• LAN 搭載モデル 

「ドライバーズ CDJ 内の 「 Readme.txtJ 

ネットワークをお使いになるときは、 「省電力の設を」 （"► P .67) をご覧になり、省電力 
機能が働かないように設定を変更してください。省電力機能が働いてしまうと、化の装置 
からアクセスできなくなることがあります。 

また、ネットワークに接続する場合は、必ず AC アダプタを接続してお使いください。 

•〔 MC 〕 タッチパネルモデル 

「タッチパネルの調整 （〔 MC 〕 タッチパネルモデル）」 ( ••► P .12) 



1 セットアップ 


モデム（所在地情報）の設定（モデム搭載モデル) 


■ 設定方法 

1 「スタート」ボタンー「設定」一「コントロ ールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

2 「モデム J アイコンをダブルクリックします。 

「モデムのプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

3 「ダイヤルのプロパティ」をクリックします。 

「ダイヤルのプロパティ J ダイアログボックスが表示されます。 

4 各項目を入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

. 国を/地域：日本 
-巿外局番：使用する場所の巿外局番 

-外線発信番号： 0などの外線につなぐための番号（必要な場合のみ） 

.ダイヤルホ法：トーン（プッシュ回線の場合）またはパルス（ダイヤル回線の場合） 
「モデムのプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

5 次の項目を選択し、「プロパティ」をクリックします。 

• Lucent lechnologies Soft Modem AMR 

6 次のように設定し、 「0 K 」 をクリックします。 

-音量：ホンまたは高 
• 最高速度：115200 

•「接続」タブの「トーンを待ってからダイヤルする」のチェックを外す 

7 すべてのダイアログボックスやウィンドウを閉じます。 

8 本パソコンを再起動します。 

■ 留意事項 

■内蔵モデム経由でナンバーディスプレイ巧応の電話番号に接続したとき、「184」 「186 J を 
付けてダイヤルすると正常に接続できない場合があります。 「184 J 「186 J と接続先の電話 
番号の間に「，（カンマ）」を入れてダイヤルしてください。 

■本パソコンでは、次のケーブルを使用して、移動体通信ができます。 

•携帯電話接続用 USB ケーブル （ FMV - CBL 10 し FMV - CBL 11 S ) 

- PHS 接続用 USB ケーブル （ FMV - CBL 102、 FMV - CBL 12 S ) 

- PHS 接続用 USB ケーブル （ FMV - CBL 103) 

.cdmaOne 接続用 USB ケーブル （ FMV - CBL 104) 

上記の取りあいホ法および留意事項については、「ドライバーズ CDJ の 「 Fjusb 」 フォルダ 
にある Readme . txt および「その他の留意事項」 （"► P .107) をご覧ください。 

. 使用できる携帯電話/ PHS / cdmaOne について は、富±通パソコンホームページ FM 
WORLD.NET ( http :// www . fmworld . net /) をご覧く ださい。 

•別売のケーブルに「ドライバ CDJ が添付されている場合がありますが、使用しないでく 
ださい。「ドライバーズ CD 」 の 「 Fjusb 」 フォルダ内のドライバをお{まいください。 
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タッチパネルの調整 ( CMC ] タッチパネルモデル) 


ペンで画面をタッチした位置とマウスポインタの位置がずれている場合は、ペンのタッチ位置 
調整を行ってください。 

■ 調整方法 

1 「スタート」ボタンー「プログラム」一 rFujitsu Touch Panel 」 一「ネ甫正ツー 
ル」 の順にクリックします。 

白い補正画面が表示されます。 

2 添付のペンで画面のホい「+」マークの近くをタッチし、タッチしたままペン 
を十字の中むに移動して、ペンをタッチパネルから離します。 

このとき k の位置は調整には無関係です。十字からずれていてかまいません。ペンで 
タッチして離した位置によって調整が行われます。 

【 Tab 】 キーを押してを表示しないようにすることもできます。 

タッチすると 「+ J マークが移動します。 

3 同様に、順にすベての点をタッチします。 

P POINT 

► ペンの先を「+」マークの交点に合わせて、正確にタッチして〈ださい。 

► 操作中は、手などがタッチパネルに触れないようにしてください。 

► 続けて2回タッチした場合は、卜】【イ 【 T】【U キーを押して「+」マークを移動し、 
もう一度タッチしてください。 

4 【 Enter 】 キーを巧します。 

調整結果を確認する画面が表示されます。 

P POINT 

► 「補正点が不正です。再入力して下さい。」と表示された場合は、 「0 K 」 をクリックし、手 
順2からやり直して〈ださい。 

5 画面の四隅や中央部分をなぞり、正しく調整されているか確認します。 

再度調整する場合は、 【 Fn 】 キーを押しながら【^】キーを押し、手順2からやり直し 
てください。 

6 正しく調整されたら、 Enter 】 キーを巧します。 

「補正ツール」が終了します。 

これで、タッチパネルが調整されました。 
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■ 留意事項 

■タッチパネル調整後もペンでタッチした位置とマウスポインタの位置のずれが大きい場合 
は、ドライバーズ CD の中のタッチパネルドライバをインストールして、再度タッチパネ 
ルの調整をしてください。 

■アイコンを右クリックするには、次のホ法があります。 

•【匡】（アプリケーション）キーを押す 

し右クリックしたいアイコンの近くにペンをおく押し付けます。 

2. アイコンの上までドラッグしてペンを移動します。 

3. 【冒】（アプリケーション）キーを押します。 

. にじ1】キーを押す 

次の2種おのち法があります。 

-にじ1】キーを押しながらタッチする 
-にじ1】キーを一を押してからタッチする 
設定ホ法は次のとおりです。 

し「スタート」ボタンー「プログラム J ^ 「Fujitsu Touch Pan 如^「タッチパネルの設 
定」の順にクリックします。 

「タッチパネルの設定」ウインドウが表示されます。 

2. 「つかう」をチェックし、 「 OK 」 をクリックします。 

■タッチパネル調整を行ったあと、タスクバーに「タッチパネル補正ツール」のタスクが残 
ることがあります。タッチパネルの調整は終了していますので、「タッチパネル補正ツール」 
をクリックして表示を消してください。 

■タッチパネルで操作できない場合は、クイックポイント IV またはキーボード等で操作して 
ください。 


ユーザー登録について 


本パソコンのユーザー登録は、弊社 Web サイト 「FMWORLD.NET」 (http://www.fmworld.net/) 
上で行えます。 


FDD ユニット ( USB ) やスーパーディスクドライブユニットを 
A ドライブにする 


FDD ユニット ( USB ) やスーパーディスクドライブユニットを A ドラィブに設定する場合は、 
BIOS 設をで、次の項目を設をしてください （"►『ハードウ エアガィド』参照)。 
•「メイン」一「フロッピーディスク AJ ;巧用しない 

• 「詳細 J _「その他の内蔵デバイス設を」一「フロッピーディスクコントローラ J : {ま用しない 
• 「詳細」一 「 USB 設定」一 「 USB フロッピーディスク」：巧用する （ FDD ユニット （ USB ) のみ） 

P POINT 

► FDD ユニッ ト （ USB ) やスーパーディスクドライブ ユニッ トなかの FDD ユニッ トをお使い 
になる場合には、 BIOS の設をを巧のように戻して〈ださい。 

-「メイン」一「フロッピーディスク A 」 ： 1. 44/1 .2 MB 3.5" 

-「詳細」 一 「その他の内蔵デバィス設を」 一 「フロッピーディスクコントローラ」：巧用する 
-「詳細」一 「 USB 設を」一 「 USB フロッピーディスク」：使用しない ( FDD ユニット 
( USB ) のみ） 
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Windows 98起動ディスクを作成する 


「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」には、 MS - DOS 上で動作するツール類（エディタなど）は 
含まれていません。不測の事態に備えて 、 「Windows 98起動ディスク」を作成してください。 
「Windows %起動ディスク」の作成には、 2 HD のフロッピーディスクが2か必要になります。 
あらかじめ用意してから、「コントロールパネル」ウインドウの「アプリケーションの追加と 
削除」アイコンで「起動ディスク」タブの「ディスクの作成」をクリックし、表示されるメッ 
セージに従って作成してください。 


リカバリ CD - ROM 起動ディスクをコピーする 〔 MC ) 


〔 MC 〕 に添付されている「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」には、リカバリ （"► P .72) に 
必要なファイルが含まれています。このディスクは、リカバリ時だけでなく、本パソコンが起 
動しなくなったときの起動ディスクとしても、{ま用できます。 

「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」は、必ずコピーしてください。 

次のものを用意してください。 

• リカバリ CD - ROM 起動ディスク 
• リカバリ CD - ROM 起動ディスクのラベル 

•1.44 MB フォーマッ ト巧 2 HD フロッピーディスク 1枚（購入してください） 
• フロッピーディスクュニット側売） 

•コネクタボックス （別売 ） （FDD ュニット ( USB ) をお使いになる場合は不要） 

■コ ピー方法 

「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」を次のホ法でコピーし、原本を保管用として普段はコピー 
(複製）を使用してください。 

P POINT 

► FDD ユニット ( USB ) をお使いの場合は、フロッピーディスクドライブが 「 A :」 ドライブ 
なかに 割 り当てられることがあります。 

1 必要に応じて周辺機器をパソコン本体に取り付けます （"►『ハードウ I アガ 
イド1、周辺機器のマニュアル参照）。 

2 Windows を起動します。 

3 添付されている「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」をセットします。 

4 「マイコンピュータ」アイコンをダブルクリックします。 

「マイコンピュータ J ウィンドウが表示されます。 

5 「3.5インチ FD ( A :) J アイコンをちクリックし、「ディスクのコピー」をクリッ 
クします。 

「ディスクのコピー」ダイアログボックスが表示されます。 






1 セットアップ 


6 コピー元とコピーホに「3.5インチ FD ( A :) J が選択されていることを確認し、 
「開始 J をクリックします。 

メ ッセージに従ってコピーを 作成してください。 

7 コピーが終了したら「閉じる」をクリックします。 

8 コピーしたフロッピーディスクに、「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」と印刷 
されたラベルを貼り、書き込み禁止の状態じします。 

ラベルには「作業用」と記入し、お使いのパソコンの機種をを記入しておくことをお勧 
めします。 


ポータブル CD - ROM ドライブを使用するための設定 


〔 MC 〕 の「リカバリ CD - 民 OM 起動ディスク」は、あらかじめ FMV - NCD 43 S /403 をお使いにな 
れる設定になっています。 

■ FMV-NCD43S/403 を使用する場合 [NA 〕〔 NU 〕〔 NUE 〕〔 MR 〕〔 MF 〕 

[ NA ] 的の [ NUE ] [ MR ] [ MF ] でポータブル CD - ROM ドライブを巧用する場合は、「リカ 
バリ CD - ROM 起動ディスク」を作成する必要があります。 

あらかじめ作成用のフロッピーディスクを1枚用意してください。 

作成方をは次のとおりです。 

P POINT 

► パソコン本体に内蔵 ATAPI の CD - ROM ドライブが搭載されていない場合は、 CD - ROM から 
起動可能なパソコンで起動ディスクを作成してください。 

が重要 

► FDD ユニット ( USB ) をおほいの場合には、「リカバリ CD - ROM 超動ディスク」を作成す 
る前に 「 FDD ユニット ( USB ) やスーパーディスクドライブユニットを A ドライブにす 
る」 （"► P .13) をご覧になり、 BIOS の設をを変更してください。 

1 必要に応じて周辺機器をパソコン本体に取り付けます （。►『ハードウ I アガ 
イド』、周辺機器のマニュアル参照）。 

2 「リカバリ CD - ROM 」 をセットします。 

3 「スタート」ボタンー「プログラム」一 「 MS - DOS プロンプト」の順にクリッ 
クします。 

「 MS - DOS プロンプト」ウィンドウが表示されます。 

4 次のように入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

[ CD-ROM ドライブ] ：¥fj utyVmkfd.bat [ CD-ROM ドライブ]: 

「リカバリ起動ディスクを作成します」と表示されます。 
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5 作成するフロッピーディスクが書き込み可能な状態であることを確認し、フ 
ロッピーディスクドライブにセットして、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「リカバリ CD - ROM 起動ディスク J の作成が始まります。 

しばらくすると「リカバリ起動ディスクの作成が終了しました」と表示されます。 

6 ち上の iiJ をクリックし、ダイアログボックスを閉じます。 

作成した「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」は、書き込み禁止の状態にしてお使いください。 

■ 鲜なのその他のポータブル CD - ROM ドライブを使用する場合 

的 A 〕 的の [ NUE ] [ MR ]〔 MF 〕 は、次の設をを行う前に、「リカバリ CD - ROM 起動デ ィス 
ク」を作成する必要があります。あらかじめ 「 FMV - NCD 43 S /403 を巧用する場合 〔 NA 〕 的扣 
[ NUE ] [ MR ] [ MF]J ( ■•► P .15) の操作を行ってください。 

〔 MC 〕 は、コピーした「リカバリ CD - ROM 起動ディスク J を f ま用して設をを行ってください。 

1 作成した「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」を書き込み可能の状態にします。 

2 「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」から不要なファイルを削除します。 

「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」に入っている次の CD - ROM ドライブ （ FMV - NCD 43 S / 
403) 関連のファイルを削除します。 

ATAKMGR . SYS 
KMEKATCD . SYS 

3 「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」に使用するポータブル CD - ROM ドライブの 
ドライバをコピーします。 

ポータブル CD - ROM ドライブに添付されているフロッピーディスクから、ドライバを 
コピーします。コピーするファイルについては、 ポー タブル CD - ROM ドライブに添付 
されているマニュアルなどをご覧ください。 

4 Config . sys を修正します。 

「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」の 「 A :¥ Config . sysJ の該当箇所 ( XXXXX ) を巧用 
するドライバをに変更してください。 

REM [ CD-ROM Drive ] 

DEVICE = XXXXX . SYS 

DEVICE = XXXXX . SYS / D ：0 EMCD 001 

作成した「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」は、書き込み禁止の状態にしておイ吏いください。 



1 セットアップ 


■ 弊社な外の CD - ROM ドライブを使用する場合 

的 A ] 的の [ NUE ] [ MR ]〔 MF 〕 は、次の設定を行う前に、「リカバリ CD - ROM 起動ディス 
ク」を作成する必要があります。あらかじめ 「 FMV - NCD 43 S /403 を使用する場合 〔 NA 〕[ NU ] 
〔 NU 拉 [ MR ]〔 MF 〕」（"► P .15) の操作を行ってください。 

〔 MC 〕 は、コピーした「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」を巧用して設定を行ってください。 

1 作成した「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」を書き込み可能の状態にします。 

2 「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」から不要なファイルを削除します。 

「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」に入っている次の標準 CD - ROM ドライブ （ FMV - 
NCD 43 S /403) 関連のファイルとフォルダを削除します。 

ATAKMGR. SYS 
KMEKATCD. SYS 
rPCMSIlj フオルダ 

3 「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」に使巧する CD - ROM ドライブのドライバを 
コピーします。 

使用する機器に添付されているフロッピ ■ ~ディスクから、ドライノくをコピ ■ —します。コ 
ピーするファイルについては、巧用する機器に添付されているマニュアルなどをご覧く 
ださい。 

4 「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」の 「 A :¥ Config . sys 」 を修正します。 

-次の箇所を削除します。 

REM [ PC-CARD Drive ] 

DEVICE = A ：¥ PCM 311¥ CNFIGNAM . EXE /DEFAULT 
DEVICEHIGH = A ：¥ PCM 311¥ PCMSS . EXE 
DEVICEHIGH = A ：¥ PCM 311¥ PCMCS . EXE 
DEVICEHIGH = A ：¥ PCM 311¥ PCMRMAN . SYS 
•該当箇所 ( xxxxx ) を巧用するドライバをに変更します。 

REM [ CD-ROM Drive ] 

DEVICE = XXXXX . SYS 

DEVICE = XXXXX.SYS / D ：0 EMCD 001 

作成した「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」は、書き込み禁止のが態にしてお f まいください。 
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Easy CD Creator および DirectCD の設定方法 
に D - R / RW ドライブをお使いの場合） 


カスタムメイドオプションで CD - R / RW ドライブユニットを選択している場合 、 「EasyCD 
Creator 」 および 「 Direc に D 」 がプレインストールされます。これらのソフトウュアをお使いに 
なる場合は、次の設定を行ってください。 

1 「スタート」ボタンー「プログラム」一「アクセサリ」一「システムツール」一 
「システム情報」の順にクリックします。 

「 Microsoft システム情報」画面が表示されます。 

2 「ツール」メニユ ー- * 「システム設をユーティリティ」の順にクリックします。 

3 「システム設をユーティリティ」ダイアログボックスの「スタートアップ」夕 
ブをクリックします。 

4 -覧の次のソフトウェアに P を付けます。 

• Easy CD Creator : 「CreateCDJ 

• DirectCD :「 Adaptec DirectCD 」 

5 「0 K 」 をクリックします。 

再起動メッセージが表示されます。 

6 「はい」をクリックします。 

本パソコンが再起動します。 




2 プレインストール仕様の確認 


2プレインスト ー J レ仕様の確認 


Windows セットアップが終了した時点での本パソコンの環境は、次のとおりです。 

P POINT 

► をドライ/くおよびソフトウェアの使用方法については、ヘルプまたは Readme . txt などの説 
明ファイルをご覧〈ださい。 

ソフトウェアー覧 

■ プレインス I ルソフト 


名称 

棉考 

Microsoft Windows 98 operating system 

SECOND EDITION 4.10.2222 A 

操作ホ法など詳細については、「スタート」メニュー 
に登録されているオンラインヘルプか、添付されて 
いる 『 Microsoft ® Windows ® 98ファーストステップ 
ガイド』をご覧ください。 

Internet Explorer 5.01 

WWW ブラウザです。 

Microsoft IME 98 

日本語入力'変換ユーティリティです。 

Windows 98 ツール 

Windows 98 に添付されているツール類が C :¥ Tools に 
格納されています。{ま用ホをについては、フォルダ 
内の説明ファイルなどをご覧ください。 

DirectXS.Oa [ NA ] 

マルチメディアの機能をあ張します。 DirectXS . Oa に 
対•応したソフトウエァの高速表示-高品位音声再生 
を実現します。 

DirectX?.Oa 

[ NU ] [ NUE ] [ MR ] [ MF ] [ MC ] 

マルチメディアの機能をあ張します。 DirectX 7.0 a に 
対•応したソフトウエアの高速表示-高品位音声再生 
を実現します。 

BATTE 民 YAID 

省電力を設定し、バッテリを効率的に運用•管理し 
ます。 

Intel SpeedStep 

( FMV -6113 NA 9/ B 、 FMV - 6000 NU /し 
FMV - 6700 NU 9/ L 、 FMV -6750 M 民9/し 

FMV - 6700 MF 9/ X ) 

電源のが態 （ AC アダプタまたはバッテリ）によつ 
て CPU のクロックの周波数を落とすと共に CPU 動 
作電圧を落とすことで、消費電力をほ下させます。 

Windows 環境調査ツール 
(FM Advisor ) 

本パソコンの使用環境を調査します。また、動作環 
境取得ツールとしても使用できます。 

Acrobat Reader 

PDF (Portable Document Format ) 書類を表示、閲寛、 
印刷できます。 

Intellisync 

赤外線通信を行うことができます。 
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名称 

備考 

3モードフロツピーディスク 
ドライバ 

1.44 MB 、 し 2 MB 、720 KB の DOS / V フォーマット巧 
みのフロッピーディスクを読み書きできる3モード 
対•応のフロッピーディスクドライブ用のドライバ 
です。ただし、 1.2 MB でフォーマットすることはで 
きません。 

USB 接続のフロッピーディスクドライブでは、本ド 
ライバは使用しません。 

フロッピーディスクドライブ 
ク y —ニンダ ユー テイリテイ 
プログラム 

クリーニングフロッピー（別売）を使い、フロッ 
ピーディスクドライブのヘッド（データを読み書き 
する部分）を清掃します。使用方法については『ハー 
ドウェアガィド』をご寛ください。 

FMV 診断 

ハードウェアの故障箇所を的確に診断します。 

FM 一発修正 

文字やアイコンま示の異常を修正します。 

ソフトウエアライブラリ 
アップデートプログラム 

ソフトウェアが使用している MFC ( MicrosoftFo 皿 dation 
Class ) ライブラリのアップデートプログラムです。ソ 
フトウェアを追加インストールした場合は、アップ 
デートプログラムを実行する必要があります 

("► P '31)。 

Easy CD Creator ^ 

データ CD や音楽 CD を作成するためのアプリケー 
ションです。使用方法はアプリケーション内のへル 
プをご覧ください。 

Direc 杞が 

CD - R や CD - RW に直接データを書き込むためのアプ 
リケーションです。使用ホをはアプリケーションの 
ヘルプをご覧ください。 


カスタムメイドオブションのアプリケーションについては、添付の『アプリケーション補足説明書 J や各アプリケーショ 
ンのマニュアルをご覧ください。 

プレインストールソフトは、必要に応じてアンインストールしてください （••► P .30)。 

X :カスタムメイドオブションで内蔵 CD - R / RW ドライブ ユニッ トを選がしている場合 













2 プレインストール仕様の確認 


■ 0 S 追加プログラム 

ご購入時の状態では、次の Windows %用の修正プログラムがインストールされています。 


名称 

概要 

シャットダウン修正モジュ ' ール 

ネットワークドライブを複数割り当てているとき 
に、 Windows が終了しない問題を修正します。 

ShutdownSupplement 

Windows 終了時におけるいくつかの問題を修正した 
プロダラムです。 

URL Security アップデート 
プロダラム 

悪賈な WEB サイトや E-mail を利用してシステムを 
傷つけクラッシュさせたり不目月なプログラムが実行 
されたりすることを防ぐプログラムです。 

その他の修正モジュ ■ ール 

上記の他に、次の問題を修正するプログラムをイン 
ストールしています。 

.WDM オーディオドライバの問題 
-レジューム後、 PC カードが誤動作する問題 
. ドッキングステーション付パソコンで、ドッキン 
グステーションを使用している際、レジューム時 
に停止する問題 

. ネットワーク運用時、再起動/終了の隙に本パソ 
コンが停止する問題 
-電源状態を正しく取得できない問題 
- 32GB を超えたハードディスクを認識しない問題 
.IEEE ハイ バネートに関する問題 
.Windows 終了時に、キャッシュに保存されている 
データがハードディスクに書き込まれずにエラー 
となり、スキャンディスクが起動する問題 
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■添付ソフト（未インストール） 

インストール方法は、 「添付ソフトのインストール」 （••► P .27) をご覧ください。 

P POINT 

► 一部のソフトウエアの使用方法については、ヘルプまたは Readme . txt などの説明ファイル 
をご費ください。 

► 選択したカスタムメイドオプションによっては、この他にソフトウェアが添イ寸されること 
もあります。 


名称 

備考 

Alps Pointing-device Driver 

〔 NA 〕 ^ 1的の ^ 1[ NUE ] [ MR ] [ MF ] 

フラットポイントの機能をあ張します。 [ MF ] でスク 
口 ールボタンを巧用するには 、 Alps Pointing-device 
Driver のインストールが必要です。 

クイックポイント IV ドライバ 
([ MC ] ベースモデル） 

クイックポイント IV の機能をあ張します。 

セキュリティボタン 

〔 NA 〕 ^ 2 的 U 〕 ^ 2 [ MR ] [ MF ] [ MC ] 

セキュリティボタンのパスワードを簡単に設定した 
り、ユーザーパスワードを設定/変更/削除したりで 
きます。 

ワンタッチボタン設定 

〔 NA 〕 《 2 的の※ 2 [ MR ] [ MF ] [ MC ] 

セキュリティボタンをワンタッチボタンとして使え 
るようになります。ワンタッチボタンを押してアプリ 
ケーションを起動したり、メールをチェックしたりで 
きます。 

VirusScan 

コンピュータウイルスを検出•駆除します （"► P .34)。 

FM モノくイルスイ ッチヤ^ — 

LAN などのネットワーク環境で通信を行っていると 
きに、通信設定を簡単に切り替えることができます。 

DeskView 

[ NA ] [ NU ] [ MR ] [ MF ] [ MC ] 

パソコンのメモリ、ハードディスクなどの資産の情報 
を表示したり、パソコンを監視し発生した異常を参照 
できます。また、パソコンの電源を制御できます。 

FM-Menu 

ボタン式メニューから簡単にアプリケーションを起 
動できます。また、特定キーの入力や Windows 機能を 
制限します。 

はじめよう！インターネット 
(@ nifty ) 

インターネットのプロノくイダである @ nifty に入会で 
きます。 

Softex BayManager 

[ NA ] [ NU ] [ MR ] [ MF ] 

電源を入れたままモバイルマルチベイのユニットを 
交換できるようにします。 

Windows 2000が応ドラィバ 

Windows 2000に移行するときに巧用します 
(..► P .100)。 


:カスタムメイドオプションでフラットポイントなしを選がしている場合、使巧しません。 
X 2 :カスタムメイドオプションでセキュリティボタンを選巧している場合 
















2 プレインストール仕様の確認 


デバイスー覧 


P POINT 

► 本パソコンの仕様は、巧善のため予告な〈変更することがあります。その際、デバイス名 
称などが本書の記述と異なる場合があります。あらかじめ、ご了承ください。 


デバイス 

名称 

備考 

CD-ROM ※つ 

[NA] [NU] [NUE] [MR] 

TEAC CD-224E 

NEC CD-ROM DRIVE:282 のいずれか 
[MF] 

TEAC CD-224E 


PCMCIA ソケット 

[NA] [NU] [MR] [MF] [MC] 

02 Micro OZ6933 CardBus Controller 

〔 NU 拉 

Texas Instruments PCI-1420 CardBus Controller 


キーボード 

106 日本語 (AOl) キーボード （Ctrl + 英数） 


サウンド、ビデオ、 
およびダームの 

コントローラ 

[NA] [NU] [MR] [MC] 

Intel(r) AC，97 Audio Controller - SigmaTel Codec 

〔 NU 拉 

Crystal SoundFusion(tm) CS4281 WDM Audio 

[MF] 

YAMAHA AC-XG Audio Device 


ディスクドライブ 

[NA] 〔 NU 〕 [MR] 

GENERIC IDE DISK TYPED 1 

GENERIC NEC FLOPPY DISK 

〔 NU 拉 〔 MF 〕 [MC] 

GENERIC IDE DISK TYPE40 

GENERIC NEC FLOPPY DISK 


ディスプレイ 

アダプタ 

[NA] 

ATI Mobility M6 

[NU] 

Intel ( 民 ）82815 Graphics Controller 

〔 NU 拉 

RAGE MOBILITY-M AGP ( 日本語） 

[MR] 

ATI Mobility 128 AGP 4X ( 日本語） 

[MF] [MC] 

RAGE MOBILITY PCI(Japanese) 
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デバイス 

名称 

備考 

ネットワーク 
アダプタ 

[NA] 

Realtek RTL8139{A/B/C/8130) PCI Fast Ethernet 

NIC 

SMC IrCC (Infrared Communications Controller) 

ダイヤルアップアダプタ 
[NU] [MR] 

Intel (民} PRO/100 VE Network Connection 《 3 

SMC IrCC (Infrared Communications Controller) 

ダイヤルアップアダプタ 
[NUE] 

IrDA v3.0 Fast Infrared Port 

Realtek RTL8139{A/B/C/8130) PCI Fast Ethernet 

NIC 

ダイヤルアップアダプタ 
[MF] [MC] 

Intel 8255x-based PCI Ethernet Adapter (10/10 〇 )※ 3 
SMC IrCC (Infrared Communications Controller) 

ダイヤルアップアダプタ 


ハードディスク 
コントローラ 

[NA] 

Intel(R) 82801 CAM Ultra ATA Storage Controller- 

248A 

Primary IDE controller (dual fifo) 

Secondary IDE controller (dual fifo) 

[NU] [MR] 

Intel(R) 82801 BAM Ultra ATA Storage Controller- 

244A 

Primary IDE controller (dual fifo) 

Secondary IDE controller (dual fifo) 

[NUE] 

Intel 82371 AB/EB PCI Bus Master IDE Controller 

セカンダリ IDE Controller ( デュアル fifo) 
プライマリ IDE controller ( デュアル fifo) 

[MF] [MC] 

Intel 82440 MX PCI Bus Master IDE Controller 

プライマリ IDE コントローラ（デュアル FIFO) 


フロッ ピー ディスク 
コントローラ 

Fujitsu 3-moae Floppy (FMV Series) 

標準フロッピーデイスクコントローラ 

1.44MB/1.2MB/720KB の各容量のフロッ 
ピーディスクを読み書きできます。なお、 
スーパーデイスクドライブ装着時は、 
1.44MB/720KB のフロッピーディスクのみ 
読み書きできます。 

ポートに OM/LPT) 

プリンタポート （ LPT1) 

仮想赤外線 COM ポート 
仮想赤外線 LPT ポート 
通信ポートに OM1) 


マウス 

[NA] [NU] [NUE] [MR] [MF] 

PS/2 互換マウスポート 
[MC ] ベースモデル 
標準 PS/2 ポートマウス 
[MC ] タッチパネルモデル 

Fujitsu Touch Panel (PS。} 


モデム ※2 

[NA] [NU] [MR] [MF] [MC] 

Lucent Technologies Soft Modem AMR 

V.90 対応 



2 プレインストール仕様の確認 


デバイス 

名称 

備考 

モニタ 

ラップトップディスプレイパネル (1024 X 768) 
または （800 X 60 〇 )※4 

解像度 ：1024 X 768 または 800 X 60 〇 ※4 
色敷 ： High Color (16 ビット） 

ユニ/く ーサ /レ 

シリアルバス 

コント ロー ラ 

[NA] 

Intel ( 民 ）82801 CA/CAM USB Universal Host 

Controller - 2482 

Intel ( 民 ）82801 CA/CAM USB Universal Host 
Controller - 2484 ^ 5 

USB ルートハブ 

US 巨ルートハブ ※ 5 
〔咖 [MR] 

Intel ( 民 ）82801 BA/BAM USB Universal Host 

Controller-2442 

Intel ( 民 ）82801 BA/BAM USB Universal Host 

Controller-2444 

USB Root Hub 

[NUE] 

Intel 82371 AB/EB PCI to USB Universal Host 

Controller 

USB ルートハブ 
[MF] [MC] 

Intel 82440 MX PCI to USB Universal Host 

Controller 

USB ルートハブ 
沉用 USB ハブ ※ 6 


赤外線 

赤外線通信デバイス 



:内蔵 CD - ROM ドライブ ユニッ トをマルチベイに取り付けた場合 
X 2 :モデム搭載モデル 
X 3 : LAN 搭載モデル 

X 4 : CNUE ]〔 MC 〕 では、800 X 600になります。 

※ち：指が認記用モデルのみ表示されます。このポートを他の用途に使用することはできません。 

X 6:〔 MC 〕 のミ凡用 USB ハブは、指紋認証用の巧蔵ハブです。このポートを他の用途に使巧ずることはできません。 
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ドライブ構成 


ドライブ 

容量 

楠考 

割り当てなし 

261〜 1033MB 

Save To Disk 領域^ 

C 

あ 2GB 

FAT16 

D 

〔総容量〕一把ドライブの容量+ Save To Disk 領域 

FAT32 

E 

CD-ROM ドライブ 

CD-ROM 接続時 


※： 「Save To Disk 領域を作巧する」 { "►P.84) 


P POINT 

► Windows NT などの FAT 32 をサポートしていない OS からは、 FAT 32 に設定されたディスク 
領域を認識できません 。 Windows NT などの OS でこのディスク領域を使用する場合には、 
FAT 32 から FAT 16 へ設ををを更してください （"► P .73)。 

また 、 Windows 98では、 NTFS に設定されているディスク領域を認識することができま 
せん。この場合、 FD に K コマンドで FAT 16 または FAT 32 に設をを変更して < ださい。 

► フォーマットのおまををました場合、変更したドライブの中身はすべて消えてしまいます。 
必要に応じてバックアップを行ってから、実行して < ださし、。 

■ Save To Disk 領域 

Save To Disk 領域の必要容量には、メインメモリを量とビデオメモリ容量な外に若干の作業領 
域が必要です。そのため、 Save To Disk 領域は、メインメモリ容量とビデオメモリ容量の合計 
よりも多くなっています。実隙の容量はハードディスクのサイズによって数 MB の誤差が出ま 
す。 

詳細については、 「Save To Disk 領域を作成する」 （"►P.84) をご覧ください。 


機種 

Save To Disk 

領域の容量 

最大メインメモリ容量 

ビデオメモリ 
容量1その他 

お式 

[NA] 

約 1033MB 

標準 512MB + 

増設 512MB = 1024MB 

9MB 程度 

区画形式 

的の 

約 515MB 

標準 256MB + 

増設 256MB = 512MB 

3 MB 程ま 

[NUE] 

約 325MB 

標準 64MB + 

増設 256MB = 320MB 

5 MB 程ま 

[MR] 

約 521MB 

標準 256MB + 

増設 256MB = 512MB 

9MB 程度 

[MF] [MC] 

約261 MB 

交換時 256MB 

5MB 程度 


本バソコンでは、メモリを最大に化張した場合を想をし、最巧の設をでは上記の容量の Save To Disk 領域が区画化式で 
作成されていまず。 





















3 インス I ^ール/アンインストール 


3インス!ル/アンインストール 


Windows セットアップの終了後、必要がある場合には、次の方までソフトウェアの 
インストールやアンインストールを行ってください。 


添付ソフトのインス!ル 


■ A い S Pointing-device Driver のインス I —ル 
〔 NA 〕〔 NU 〕〔 NUE] 〔 MR 〕 [MF] 

インストールする前に、 「フラットポイントの留意事項的 A 〕 的の [ NUE ] [ MR ]〔 MF 〕 」 
(••► P .102) をご覧くださぃ。 

インストール手順につぃては、「ドライバーズ CD 」 内の次のフォルダの readme . txt をご覧くだ 
さぃ。 

的 A 〕 〔咖 [ MR ] [ MF ] ¥Alps 
[ NUE ] YAlps.NUE 

■ クイックポイント IV ドライバのインス ! ル (CMC] ベースモデル） 

インストールする前に、 「他のマウスドライバをインストールするには 〔 MC 〕 」 ( ••► P .102) 
および 「クイックポイント IV ドライバの留意事項 （〔 MC 〕 ベースモデル）」 (••►?, 102) をご 
覧くださぃ。 

インスト' —ル手順については、「ドライノく ■ —ズ CD 」 内の 「¥ Qpoint ¥ Readme . txt 」 をご覧ください。 


■ 七キュリティボタンのインストール 〔 NA 〕〔 NU 〕〔 MR 〕 [MF] CMC] 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ ]: ¥secur i ty ¥ user ¥ setup . exe 

P POINT 

► 管理を用には、ホのファイルを指まして〈ださい。 

[CD-ROM ドライブ ]: ¥secur i ty¥superv i sor¥setups. exe 


このあとは、メッセージに従って操作します。 

使い方については『セキュリティボタン取な説明書』をご覧ください。 
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■ ワンタッチボタン設定のインストール 〔 NA 〕〔 NU 〕 [MR] [MF] CMC] 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指をして実行」の順にクリックします。 

3 「名前 J に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ ] : ¥ onetouch ¥ setup . exe 

このあとは、メッセージに従って操作します。 

P POINT 

► ワンタッチボタンは os 起動中のみ使用できます。 

ワンタッチボタン設をのタブ表記については「留意事巧」 （"► P .102) をご覧ください。 

■ VirusScan のインス I— ル 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指まして実行」の順にクリックします。 

3 「名前 J に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ ] :¥ vscan ¥ setup . exe 

このあとは、メッセージに従って操作します。 

■ FM モバイルスイッチヤーのインス I ル 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指をして実行」の順にクリックします。 

3 「名前 J に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ ] ：¥ fmms ¥ setup . exe 

このあとは、メッセージに従って操作します。 

■ DeskView のインス I ル 〔 NA 〕 [NU 〕 [MR 〕〔 MF] 〔 MC] 

インストール手順については、「ドライバーズ CD 」 内の巧 Deskview¥Readl st.txt J をご覧くだ 
さい。 



3 インス！'ール/アンインス！'ール 


■ FM - Menu のインスト ー J レ 

1 「ドライバーズ CD」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0K」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ ] ：¥ fmmenu ¥ setupfm - menu . exe 
「 FM - Menu インスト'ール」が表示されます。 

4 「次へ」をクリックします。 

このあとは、メッ七ージに従って操作します。 

■はじめよう！インターネット （@ mfty ) のインストール 

1 「ドライバーズ CD」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「OKj をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ ] ：¥ nifty ¥ setup . exe 

このあとは、メッ七ージに従って操作します。 

■ Softex BayManager のインス！ル [ NA 〕〔 NU ]〔 MR 〕〔 MF ] 

1 「ドライバーズ CD」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0K」 をクリックします。 

[ NA ] [CD-ROM ドライブ ]: ¥ bm . na ¥ setup . exe 

[ NU ] [ MR ] [CD-ROM ドライブ ]: ¥ bm ¥ setup . exe 
[ MF ] [CD-ROM ドライブ ]: ¥ bm . mf ¥ setup . exe 


このあとは、メッセージに従って操作します。 
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ア ンインス!"一 J レ _ 

■ 留意事項 

アプリケーションをアンインストールする場合は、次の点に注意してください。 

• アプリケーションをすべて終了してからアンインストールを始める 
• DLL ファイルは削除しない 

アンインス トール時に次のようなメッセージが表示されることがあります。 

「この DLL は複数のアプリケーションで使用されている可能性があります。削除を行い 
ますか」 

この DLL ファイルを削除すると、他のアプリケーションが正常に動作しなくなることがあ 
ります。アプリケーションの マニュアル、 ヘルプ、または Readme . txt などの説巧ファイル 
で、特に指示がなレ、場合は DLL ファイルは削除しないことをお勘めします。 

■ アンインス!ル方法 

一般的に、次の方をがあります。 

• アンインストール機能を使用する 

アプリケーションにアンインストール機能が用意されている場合があります。 

• 「アプリケーションの追加と削除」機能を使用する 

「コントロールパネル J ウィンドウの「アプリケーションの追加と削除」機能を使用してア 
プリケーションを削除できます。 

• ファイルを削除する 

アンインストール機能が用意されていない次の表のアプリケーションについては、ファイ 
ルまたはフォルダを削除してください。 


名称 

削除するファイル名-フホルダ名 

Windows 98ソール 

C :¥ T 00 Is 

Windows 2000対応ドライノく 

C :¥ W 2 kdrv 


Windows 98ツールおよび Windows 2000対応ドライバは一度削除すると，リカバリを行わないと復旧できません。 
Windows 2000対応ドライバは、 OS を Windows 2000に格行するときに巧用します。それながの場合は必要ありま 
せんので、削除して問題あ y ません。 


アンインストール方法はアプリケーシヨンによって異なります。詳細はをアプリケーシヨンの 
マニュアル、ヘルプ、または Readme . txt などの説明ファイルをご覧ください。 




4 ソフトウエアライブラリのアップデート 


4ソフトウェアライブラリのアップデート 


添付ソフトなど新たにソフトウエアをインストールした場合、アプリケーシヨンに 
よっては追加された MFC ライブラリをアップデートする必要があります。 


'ッノァー ト方ま _ 

使用するソフトウェアすべてをインストール後にアップデートしてください （1 つのソフト 
ウェアをインストールするごとにアップデートする必要はありません)。該当する MFC ライ 
ブラリが検出-アップデートされます。 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ ]:¥1 ibupd¥speu. exe 

4 本パソコンを再起動します。 




Memo 
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快適にお使いいただくために 

快適にお使いいただくための設定方法などにつ 
いて説明しています。 


1コンピユータウイルス対策 . 34 

2液晶ディスプレイの明るさを設定する . 36 

3画面を設定する . 37 

4音量を設定する . 凯 

5赤外線通信 . 57 

6省電力 . 60 

7 MS - DOS モードで CD - ROM を利用する . 69 
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1コンピュータウイルス対策 


コンピュータウイルスはプログラムの1つで、なんらかの方までコンピュータ内に 
読み込まれる（感染する）と、コンピュータウイルス自身で増殖したり、大切なデー 
夕を壊したり、コンピュータを起動できなくしたりと、悪影響を及ぼします。 


VirusScan 


本パソコンにはウイルスを発見するためのソフトとして、 VirusScan を添付しています。入手 
したフロッピーディスクや光磁気ディスクなどは、ウイルスチェックを行ったうえでイ吏用して 
ください。 VirusScan の使用ホ法については、ヘルプをご覧ください。 

VirusScan は、ご購入時にはインストールされていません。必要に応じてインストールしてく 
ださい。 

■ 留意事項 

• TMcAfee VShieldJ を起動していると、アプリケーションのインストールが正常に行われな 
かったり、ご巧用のアプリケーションによっては不具合が発生したりすることがあります。 
この場合は次のいずれかの方法で 「 McAfee V 地 ield 」 を終了してください。 

• 「スタ'—卜 J ボタンー「プログラム J 一 「 NetworkAssociates ] 一「 VirusScan コンソ ■ —ル」 
の順にクリックします。 「 VirusScan コンソール J ウィンドウで fVShieldJ をクリックし、 
「タスク」メニューー>「使用不可」の順にクリックします。 

•タスク バーの 「 VShieldJ アイコンを右クリックし、「終了」をクリックします。 

• VirusScan でコンピュータウイルス検査を行っているときは、他のアプリケーションを実行 
したり、検査中の フロ ッピーディスクを フロ ッピーディスクドライブから取り出したりし 
ないでください。他のアプリケーションを実行するなど、別の操作を行うと、エラーメッ 
セージが表示される場合があります。 

• 本パソコンをフロッピーディスクから起動する場合、そのフロッピーディスクがコン 
ピュータウイルスに感染していないかをチェックしてからお使いください。 

• VirusScan は、コンピュータウイルスの情幸良を記載したデータファイル （ DAT ファイル）と、 
検査プログラム（スキャンエンジン）を使用しています。 DAT ファイルは次のサイトから 
無料でダウンロードできます。定期的に更新してください。 

http : // www . iiai . com/j apan / 

スキャンエンジンを更新する場合は、最新版の VirusScan をご購入ください。 







1 コンピュータウイルス対策 


コンピュータウイルスを発見した場合 


コンピュータウイルスを発見した場合は、被害届けを提出してください。 

が重要 

► コンピュータウイルスに感染してしまい、本パソコンの修理が必要になった場合、保証期 
間内であっても有償修理になる場合があります。ご了承〈ださい。 


コンピュータウイルスの被害届け 


コンピュータウイルスの届け出制度は、「コンピュータウイルス対策基準」（平成12年12月 
28日付通商産業省告示第951号）の規定に基づいています。コンピュータウイルスを発見し 
た場合、コンピュータウイルス被害の拡大と再発を防ぐために必要な情報を、情報処理振興事 
業協会 ( IPA ) 七キュ y テイセンターに届け出ることとされています （ http :// www . ipa . go . jp / 
security /) 〇 
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2お晶ディスプレイの明るさを設定する 

. . .. .. 


液晶ディスプレイの明るさは、8段階 ([ NUE ] は11段階）に調節できます。 


明るさを設定する 


本パソコンでは、 AC アダプタを f まっているときと、バッテリで巧っているときの巧るさを、 
それぞれ設定できます。 

ご購入時には、 AC アダプタで使っているときに画面が明るく、バッテリで巧っているときに 
は画面が暗くなるように設定されています。お使いの環境に合わせて、明るさを変更してくだ 
さい。 

1 「スタート」ボタンー「設定」一「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

2 「電源の管理 J アイコンをダブルクリックします。 

「電源の管巧のプロパティ J ダイアログボックスが表示されます。 

3 「 BATTERYAID (2/2)」 タブをクリックします。 

4 「画面の明るさ」で、それぞれの明るさを設定します。 


設定した明るさを変更する 


キーボードを使用して、液晶ディスプレイの明るさを8段階 ([ NUE ] は11段階）に調節する 
ことができます。 

[ Fn ] キーを押しながら [ F 6] キーを押すと暗く、 【 Fn 】 キーを押しながら 【 F 7】 キーを押す 
と巧るくなります。 

調節中は、画面下部に明るさを示すインジケータが表示されます。 

P POINT 

► 本パソコンを巧起動したり、スタンバイからレジュームしたり、 AC アダプタの取り付けや 
取り外しを行った直後は、キーボードで明るさを変えられないことがあります。しばらく 
してから、変更してください。 

► 「電源の管理のプロパティ」ダイアログボックスに 「 BATTERYAID (2 口)」タブが表示され 
ない場合は、明るさを示すインジケータが表示されません。 

► Windows の起動中に AC アダプタの取り付けや取り外しを行うと、 「 BATTERYAID により、 
画面の明るさが変更されました。」というメッセージが表示されます。画面の指示にがって 
操作を巧って〈ださい。 











3 画面を設定する 


^画面を設定する 


ここでは、ディスプレイの解像度と色数を変更する方法と各機能について説明しま 
す。 


解像度と色数について 


本パソコンでは、 Windows の「画面のプロパティ」ダイアログボックスの「設定」タブで次の 
解像度、色数を選が/を更できます。 

なお、 High Col 畑は 65536 色、 True Color は 16777216 色です。 

CRT ディスプレイなどの外部ディスプレイの接続ホをについては、『ハードウェアガイド』を 
ご覧ください。 

■ [ NA ] の場合 


解像度 

(ドット） 

色数 

液晶ディスプレイ 

液晶ディスプレイ 
+ 

外部ディスプレイ 

外部ディスプレイ ’X 3 

640 X 480 

800 X 600 

1024 X 768 

256 色 

High Color (16 ビット） 

True Color (32 ビット）※ 2 

256 を 

High Color (16 ビット） 
True Color (32 ビット） 

1280 X 1024 

1600 X 1200 

256 色※ 1 

High Color (16 ビット） 

True Color (32 ビット）^ 1 


X 1:仮想スクリーンモードになります。仮想スクリーンモードでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみが表示され、 
他の領域はマウスポインタを動かずことによって表示できまず。このとき、「モニタ J を解像度レ: I 上のサイズに設 
定する必要があります。 

X 2 : True Color 表示ではディザリング機能を使用して液晶ディスプレイに表示しています。 

X 3 :プラグアンドプレイ対応の外部ディスプレイを使用の場合、最大解像度は外部ディスプレイからの情報によ y 設 
定されます。 
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■〔 NU 〕 の場合 


解像度 

(ドット） 

色数 

液晶ディスプレイ 

液晶ディスプレイ 
+ 

外部ディスプレイ 

外部ディスプレイ 

640 X 480 

800 X 600 

256 を 

High Color (16 ビット） 

True Color (24 ビット）《 2 


256 色 

256 を 

1024 X 768 

High Color 

(16 ビット） 

High Color (16 ビット） 


True Color (24 ビ ツト ） 2 

True Color (24 ビット） 


256 色※ 1 

256 を 

1280 X 1024 

High Color (16 ビット） 

High Color (16 ビット） 


True Color (24 ビット）《 1 《 2 

True Color (24 ビット） 

1600 X 1200 

256 色※ 1 

256 色 


X 1:仮想スクリーンモードになりまず。仮想スクリーンモードでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみが表示され、 
他の領域はマウスポインタを動かすことによって表示できます。このとき、「モニタ」を解像度レ: I 上のサイズに設 
定する必要があります。 

X 2 : True Color 表示ではディザリング磯能を使用して液晶ディスプレイに表示しています。 

X 3 :プラグアンドプレイ対応の外部ディスプレイを使用の場合、最大解像度は外部ディスプレイからの情報により設 
定されます。 


■ [ NUE ] の場合 




色数 


解像度’ X ^ 
(ドット） 

液晶ディスプレイ 

液晶ディスプレイ 
+ 

外部ディスプレイ 

外部ディスプレイ ^4 

640 X 480 

800 X 600 

256 を 

High Color (16 ビット） 

True Color (24 ビット）《 3 


True Color (32 ビット）《^ 


256 色※ 2 

256 を 

1024 X 768 

High Color ( 16 ビット） 2 

High Color (16 ビット） 

True Color (24 ビット） 《 2X3 

True Color (24 ビット） 


True Color (32 ビット） 《 2X3 

True Color (32 ビット） 


256 色※ 2 

256 を 

1280 X 1024 

High Color (16 ビット） ^2 

High Color (16 ビット） 


True Color (24 ビット）《 2 《 3 

True Color (24 ビット） 


:この表に記載されているが外の解像度（720 X 480、840 X 480、1152 x 864、1600 x 120 0) は、お使いにな 
らないで〈ださい。画像が乱れることがあります。 

《2:仮想スクリーンモードになります。仮想スクリーンモードでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみが表示され、 
他の領域はマウスポインタを動かすことによって表示できます。このとき、「モニタ」を解像度レ: I 上のサイズに設 
定する必要があります。 

《3 : True Color 表示ではディザリング磯能を使用して液晶ディスプレイに表示しています。 

《4:プラグアンドプレイ対応の外部ディスプレイを使用の場合、最大解像度は外部ディスプレイからの情報により設 
定されます。 




3 画面を設定する 


■ [ MR ] の場合 


解像度 

(ドット） 

色数 

液晶ディスプレイ 

液晶ディスプレイ 
+ 

外部ディスプレイ 

外部ディスプレイ ’X 3 

640 X 480 

800 X 600 

1024 X 768 

256色 

High Color (16 ビット） 

True Color (32 ビ ツ ト）※2 

256を 

High Color (16 ビット） 
True Color (32 ビット） 

1280 X 1024 

1600 X 1200 

256色※1 

High Color (16 ビット） 

True Color (32 ビット）^ 1 


X 1:仮想スクリーンモードになりまず。仮想スクリーンモードでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみが表示され、 
他の領域はマウスポインタを動かずことによって表示できまず。このとき、「モニタ J を解像度レ: I 上のサイズに設 
定する必要があります。 

X 2 : True Color 表示ではディザリング機能を使用して液晶ディスプレイに表示しています。 

X 3 :プラグアンドプレイ対応の外部ディスプレイを使用の場合、最大解像度は外部ディスプレイからの情報により設 
定されます。 


■ [ MF ] [ MC ] の場合 




色数 


解像度 

(ドット） 

液晶ディスプレイ 

ミ夜晶ディスプレイ 
+ 

外部ディスプレイ 

外部ディスプレイ ’X 4 

640 X 480 

800 X 600 

256色 

High Color (16 ビット） 

True Color (24 ビ ッ ト ）※ 3 


True Color (32 ビ ッ ト ）※ 3 


256を^ 1 

256色 

1024 X 768 

High Color ( 16ビット）※1 

High Color (16 ビット） 

True Color (24 ビット）※つ※3 

True Color (24 ビット） 


True Color (32 ビット）※つ※3 

True Color (32 ビット） 


256色《2 

256 色 

1280 X 1024 

High Color ( 16 ビット ）※ 2 

High Color (16 ビット） 


True Color (24 ビット）《2《3 

True Color (24 ビット） 


X 1; CMC ] では仮想スクリーンモードになります。仮想スクリーンモードでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみ 
が表示され、他の領域はマウスポインタを動かすことによって表示できます。このとき、「モニタ J を解像度が上 
のサイズに設定する必要があります。 

X 2 :仮想スクリーンモードになります。仮想スクリーンモードでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみが表示され、 
他の領域はマウスポインタを動かずことによって表示できます。このとき、「モニタ J を解像度が上のサイズに設 
定する必要があります。 

X 3 : True Color 表示ではディザリング機能を使用して液晶ディスプレイに表示しています。 

X 4 :プラグアンドプレイ対応の外部ディスプレイを使用の場合、最大解像度は外部ディスプレイからの情報により設 
定されまず。 
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■ 留意事項 

•マウスポインタが矢巧の表示に戻らないことがあります。このような場合は、マウスポイ 
ンタをいったんタスクバーへ移動してください。 

• CD - ROM 読み取りエラーなどの表示画面が正常に表示されない場合がありますが、 
Windows 画面に復帰後は正常に表示されます。 

• DirectX を使用したアプリケーションの一部で、表示が乱れる場合があります。 

• 次の解像度を選択した場合は、 Windows の画面を通常表示または全画面表示に変更できます 
(••► P . 42 )。 [ Fn ] + 【 F 5】 キーで変更することもできまず。 

- [ NA ] [ NU ] [ MR ]〔 MF 〕 ； 800 X 600ドットな下 
- [ NUE ] [ MC ] : 640 X 480ドット 

• 外部ディスプレイとして C 民 T ディスプレイを接続した場合は、「画面のプロパティ」ダイア 
ログボックスでリフレッシュレートを 85 Hz が上に設定できるように見えますが、実際の 
CRT ディスプレイの周波数は次のとおりです。 

. C 民 T ディスプレイのみの場合： 

1280 X 1024ドットが下 60 Hz 〜 85 Hz 
1600 X 1200ドット 60 Hz 〜 75 Hz [ NA ] [ MR ] 

1600 X 1200ドット 60 Hz [ NU ] 

-同時表示の場合： 60 Hz 


表示装置を切り換える 


表示装置の切り换え方法は次のとおりです。なお、表示装置をあらかじめ取り付けてから 

("►『ハードウェア ガイド』参照）、切り換えを行ってください。 

■ 留意事項 

• 表示装置の切り换えの設定は次のようになります。 

. Windows が起動していない場合は、 BIOS 七ットアップの設定が有効です。 

. Windows 起動中は「画面のプロパティ」ダイアログボックスの設定が有効 （ Windows を 
再起動後も有効）です。 

-的のでは、外部ディスプレイを接続して、初めて電源を入れたときは、同時表示また 
は CRT 表示に切り換わる場合があります。 

- [ NA ] [ NUE ] [ MR ] [ MF ]〔 MC 〕 の 【 Fn 】 + 【 F 10】 キーで切り換えた表示装置の設定 
は、「画面のプロパティ」ダイアログボックスの設定に反映されます。 

. 「画面のプロパティ J ダイアログボックスを表示中に 【 Fn 】 + 【 F 10】 キーで表示装置を切 
り換えても、「画面のプロパティ」ダイアログボックスの表示には反映されません（一を 
ダイアログボックスを閉じ、再を表示させると反映されています)。 

- Windows が起動すると、表示されるディスプレイは、前回 Windows でイ吏用していた状態 
に戻ります （〔 NU 〕 は、「画面のプロパティ」ダイアログボックスの設定に戻ります)。た 
だし、外部ディスプレイが接続されていない場合は、液晶ディスプレイに表示されます。 

•液晶ディスプレイ+外部ディスプレイの同時表示を運択した場合、外部ディスプレイ画面は 

液晶ディスプレイ画面と同一の解像度になります。 

•解像度の切り换え時などに、一時的に表示画面が乱れることがありますが、故障ではあり 

ません。 




3 画面を設まする 


• 液晶ディスプレイ+外部ディスプレイの同時表示を選択した場合、液晶ディスプレイの表示 
が乱れることがあります。このときは、「画面のプロパティ」ダイアログボックスで、色数 
を変更してください。 

• 外部ディスプレイまたは液晶プロジェクタによっては、液晶ディスプレイ+外部ディスプレ 
イの同時表示時に、画面が正しく表示されないことがあります。 

• 外部ディスプレイで液晶ディスプレイな上の高解像度を利用するには、それらの解像度を 
表示可能な外部ディスプレイが必要です。 

• 液晶プロジェクタを本パソコンの液晶ディスプレイと同時表示で巧用する場合、本パソコ 
ンの液晶ディスプレイと同じ解像度を表示可能な液晶プロジュクタが必要です。 

• BIOS セットアップの面面は、液晶ディスプレイのみに表示されることがあります。 BIOS 
七ットアップの画面も外部ディスプレイに表示したいときには、 BIOS セットアップの「ディ 
スプレイ」 （"►『ハードウェア ガイド』参照）の項目を「外部ディスプレイ」または「同 
時表示」に設定してください。 

• 外部ディスプレイを接続した状態で、 MS-DOS プロンプトをウィンドウ表示から全画面表示 
に切り換えると、表示デバイスが切り換わることがあります。 

また、 MS-DOS プロンプトを全画面表示中に 【 Fn 】 + 【 F 10】 キーで表示デバイスを切り换 
えると、 MS-DOS プロンプトを終了したとき、あるいはウィンドウ表示に切り換えたとき 
に、表示デバイスが切り換わることがあります。あらかじめご了承ください。 

■ キーボードを使用する場合 

表示装置を切り換えるには、 【 Fn 】 キーを押しながら 【 F 10】 キーを押します。表示装置は次 
の順に切り換わります（このとき 【 F 10】 キーを、間隔を空けて押してください)。 

液晶ディスプレイー外部ディスプレイー液晶ディスプレイ+外部ディスプレイ（同時表 
示）一液晶ディスプレイ… 

P POINT 

► キーを巧しても表示装置が切り換わらない場合は、「画面のプロパティ」ダイアログボック 
スで切り換えて< ださい。 

■「画面のプロパティ」ダイア□グボックスを使用する場合 


□ [NA] [NUE] [MR] [MF] [MC ] の場合 


1 デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ J ダイアログボックスが表示されます。 


2 「設を」タブをクリックし、「詳細」をクリックします。 


3 「 ATI 画面」タブで表示装置を選択します。 


P POINT 

► 表示装置の切り換えを行う場合は、ホの手順に従って操作してください。 
-液晶ディスプレイとか部ディスプレイで同時に表示する 


1. に2/"をクリックして、「モニタ」と「パネル」のをを押された化態にします。 

2. 「モニタ」と「パネル」をプライマリ®に設をします。 
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-液晶ディスプレイのみ、またはか部ディスプレイのみで表示する 

1. 匹^をクリックして、「モニタ」と「パネル」のじみ/を押されたが態にして力、 
ら、表示しないディスプレイの匹^をクリックします。 

2. 表示するディスプレイがセカンダリになっている場合は©をクリックし、 
チェックをかします。 

4 「0K」 をクリックします。 

5 「設定は適用されました。新しい設をを保存しますか？」と表示された場合は、 
「はい」をクリックします。 

□ [NU] の場合 

1 デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

2 「設定 J タブをクリックし、「詳細 J をクリックします。 

「 Intel (民）82815 Graphics Controller のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

3 rlntel(R) Graphics Technology」 タブをクリックし、「グラフィックスのプロパ 
ティ J をクリックします。 

「 Intel (民）82815 Graphics Controller のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

4 「デバイス」タブをクリックし、表示する装置にチェックを付けます。 

P POINT 

► 「デバイス」タブは、外部ディスプレイを按綿すると表示されます。 

5 0K をクリックします。 


全画面表示と通常表示を切り換える 


画面を通常表示または全画面表示にできます。液晶ディスプレイよりも小さな解像度に設をし 
たときに、画面がディスプレイ中央に小さく表示または全画面表示されるようにするには、次 
の手順で設定を変更してください。 

■ 留意事項 

• [ NU ] で液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表示を選択した場合は、全面面表示 
に切り換えることはできません。 

• 次の解像度を選択した場合に、 Windows の画面を通常表示または全画面表示にを更できます。 
- [ NA ] 的の [ MR ]〔 MF 〕 ： 800 X 600ドットな下 
.[ NUE ] [ MC ] : 640 X 480ドット 

■ キーボードを使用する場合 

全画面表示と通常表示を切り換えるには、 【 Fn 】 キーを押しながら 【 F 5】 キーを押します。キー 
を押すごとに表示が切り换わります。 




3 画面を設まする 


■「画面のプロパティ」ダイア□グボックスを使用する場合 
〔 NA 〕[ NUE 〕〔 MR 〕〔 MF ] CMC ] 

t デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ J ダイアログボックスが表示されます。 

2 「設を」タブをクリックし、「詳細」をクリックします。 

3 「 ATI 画面」タブをクリックし、「パネル」をクリックします。 

「パネルのプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

4 「イメージをパネルサイズにする」の左側の®)またはをクリックします。 

にすると、液晶ディスプレイよりも小さい解像度に設定した場合は、画面が液晶 
ディスプレイ中央に小さく表示されます。 

0にすると、液品ディスプレイよりも小さい解像度に設定した場合は、画面が液晶 
ディスプレイ全体に大きく表示されます。 

5 「0 K 」 をクリックし、すべてのダイアログボックスを閉じます。 


口ーテーシヨン機能を使う (CMC] タッチパネルモデル） 

「ローテーション 機能」を{まうとデスクトップの画面を縦横に変更できます。 

■ 留意事項 

• ローテーション機能使用中は、画面の解像度や色数をを更しないでください。解像度と色 
数をを更する場合は、画面を元の状態（ちを）に戻してからを更してください。 

• 色数が256色または True Color (24 ビット）に設定されている場合、ローテーション機能を 
使用できません。色数を High Color (16 ビット）または True Color (32 ビット）に設定し 
てからお{まいください。 

• ローテーション機能使用中は、アプリケーションによっては正常に動作しなかったり、表 
示速度が遅くなる場合があります。 

• Windows の起動中、終了中はローテーション機能が無効になります。 

• ローテーション 機能をお使いの場合、 PS /2 マウス および呪 B マウスは、パソコン 本体前面 
から見ている場合にお{まいになれます。 

• ローテーション機能使用中にマウスポインタが消えてしまう場合があります。その場合、 
「コントロールパネル」ウインドウの「マウス」アイコンをダブルクリックして、「ポイン 
夕」タブで「配色」を「（なし）」に設定してください。 

• 画面を回転している状態でキーボードで次の設をを変更した場合は、画面が正しく表示さ 
れなかったり、スクリーン七ーバーが静止したように見える場合があります。 

.[ Fn ] + [ F 3] キー：スピーカの ON/OFF 操作 
- [ Fn ] + 【 F " キー：クイックポイント IV の有効と無効 
.【 Fn 】 + 【 F 6/ F 7】 キー：液晶ディスプレイの明るさ 
- [ Fn ] + 【 F 8/ F 9】 キー：ま量ボリューム 
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■ 画面の角度を変更する 
が重要 

► 口ーテーシヨン機能をお使いになる前に使用中のアプリケーシヨンを終了して〈ださし、。 

1 デスクトップの何もないところをちクリックし、表示されるメニユーから「プ 
ロパティ」をクリックします。 

「画面の プロパティ」 ダイアログボックスが表示されます。 

2 「設定 J タブをクリックし、「詳細 J をクリックします。 

3 「ATI 回転」タブをクリックし、「標準 （0 度）」、「ち90度」、「180度」、「左90度」 
をクリックして画面の角度を変更します。 

4 「OKj をクリックします。 

5 「画面のプロパティ」ダイアログボックスの 「OK」 をクリックします。 


マルチモニタ機能を使う CNA ]〔 NU 口 〔 MR ) CMF ] CMC ] 


本 パソコンには、パソコン 本体の液晶ディスプレイと外部ディスプレイで、1つのデスクトッ 
プを表示できる「マルチモニタ機能」があります。ここではプライマリアダプタ（メイン画 
面）として液品ディスプレイを、七 カン ダリアダプタ（サブ画面）として外部ディスプレイを 
使用する場合の手順を説明します。 


■ 設定方ま 

が重要 

► マルチモニタ機能をお使いになる前に使用中のアプリケーションを終了してください。ま 
た、 CMC ] で口ーテーション機能による画面回転を行っている場合は、標準の角度に戻し 
てください。画面回転中は、マルチモニタ磯能は使用できません。 

1 デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックしまず。 

「画面のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

2 「設定 J タブをクリックし、「詳細 J をクリックします。 

次のダイアログボックスが表示されます。 

[ NA ] ATI Mobility M 6 

[ NUE ] RAGE MOBILITY-M AGP (日本語） 

[ MR ] ATI Mobility 128 AGP 4 X ( 日本語） 

[ MF ] [ MC ] RAGE MOBILITY PCI ( Japanese ) 




3 画面を設定する 


3 「 ATI 画面 J タブをクリックします。 

P POINT 

► 「画面のプロパティ」ダイアログボックスでは、「外部ディスプレイ」を「モニタ」、「液晶 
ディスプレイ」を「パネル」と表示しています。 

4 「モニタ」 と「パネル」 の 匹 y を押された状態にします。 



表示装置の表示/お表示 
を切り換えます。 


プライマリアダプタとセカ 
ンダリアダプタを設定しま 
す。 


※機種によって表示の一部が異なりまず。 〔 NA 〕 では「テレビ」の表示はありません。 

5 「パネル」の•がプライマリ、「モニタ」のがセカンダリであることを確 
認します。 

それぞれ設定がおっている場合は®または0をクリックし「プライマリ」「セカン 
ダリ」を正しく設定します。 

P POINT 

► 「モニタ」と「パネル」のじ jX を押された巧態にし、両ホのをプライマリに設をする 
とマルチモニタ機能の設をはできません。この場合は、同時表示になります。 

6 設をが終了したら、「適用」をクリックします。 

7 「設定は適用されました。新しい設をを保存しますか？」と表示された場合は、 
「はい」をクリックします。 

公次のダイアログボックスの 「0 K 」 をクリックします。 

[ NA ] ATI Mobility M 6 

[ NUE ] RAGE MOBILITY-M AGP ( 日本語） 

[ MR ] ATI Mobility 128 AGP 4 X ( 日本語） 

[ MF ]〔 MC ] RAGE MOBILITY PCI ( Japanese ) 

「画面のプロパティ」ダイアログボックスに戻ります。 


9 マルチモニタ機能を使用時に表示できる色数と解像度 （’ •► P .47) を参照し、 
プライマリアダプタの解像度と色数を変更します。 
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10 「適用」をクリックします。 

P POINT 

► 巧起動メッセージが表示された場合は、「はい」をクリックし、巧起動してください。再起 
動後、「画面のプロパティ」ダイアログボックスの「設を」タブを表示させて〈ださい。 
化のダイアログボックスが表示された場合は、 「0 K 」 または「はい」をクリックして < だ 
さし、。 

11 r 2 j と書かれたディスプレイイラストをちクリックし、「使用可能」をクリッ 
クします。 

P POINT 

► 「互換性の警告」ダイアログボックスが表示された場合は、 「0 K 」 をクリックしてくださし、。 

► 「画面のプロパティ」ダイアログボックスの「設を」タブでは、プライマリアダプタは「1」、 
セカンダリアダプタは「2」と表示されます。 

12 マルチモニタ機能を使用時に表示できる色数と解像度 （ ，^ P .47) を参照し、 
セカンダリアダプタの解像度と色数を変更します。 

13 「適用 J をクリックします。 

P POINT 

► 巧起動メッセージが表示された場合は、「はい」をクリックし、再起動してください。他の 
ダイアログボックスが表示された場合は、 「0 K 」 または「はい」をクリックしてくださし、。 
► プライマリアダプタとセカンダリアダプタは同じ色数に設をして < ださい。 

► プライマリアダプタ、セカンダリアダプタは High Color または True Color のいずれかに設定 
してください。25日色に設定すると正しく表示されないことがあります。 

► プライマリアダプタとセカンダリアダプタにまたがるウィンドウなどがあるときは、解慷 
度と色数の設定や表示装置など、画面の設定を変更しないで〈ださい。 

► プライマリアダプタやセカンダリアダプタの解像度と色数の設定を変更できないときは、一 
度次のように設定してから、改めて変更したい解像度や色数に設定してください。 

-解像度： 640 X 480ドット 
■ 色数 ： High Color (16 ビット） 

■ アダプタの表示位置を変更する 

ここでは使用する2つのアダプタの表示位置を変更する場合の手順について説明します。 

1 デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

2 「設定 J タブをクリックします。 

3 ディスプレイイラストをドラッグして変更したい位置に設まします。 

4 「 OKj をクリックします。 



3 画面を設定する 


■表示できる色数と解像度 

下表の解イ象度が外を選択した攝合、画面が正しく表示されないことがあります。 

□ 〔 NA ] の場合 


色数 

プライマリ 
の解像度 

セカンダリの解像度 

640 X 

480 

800 X 

600 

1024 X 

768 

1280 X 

1024 

1600 X 

1200 

High Color 

(16 ビット） 

640 X 480 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

800 X 600 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1280 X 1024 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1600 X 1200 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

True Color 

(32 ビット）^ 

640 X 480 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

800 X 600 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

1024 X 768 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

1280 X 1024 

〇 

〇 

X 

X 

X 

1600 X 1200 

X 

X 

X 

X 

X 


※： TrueColor (32 ビット）で表示ずる場合は、液晶ディスプレイを「プライマリ J に設定して〈ださし、。 


□ [NUE 〕 CMF] CMC ] の場合 


色数 

プライマリ 
の解像度 

セカンダリの解像度 

640 X 480 

800 X 600 

1024 X 768 

1280 X 1024 

High Color 

(16 ビット） 

640 X 480 

〇 

〇 

〇 

〇※ 

800 X 600 

〇 

〇 

〇 

〇※ 

1024 X 768 

〇 

〇 

〇 

X 

1280 X 1024 


〇※ 

X 

X 

True Color 

(24 ビット） 

640 X 480 

〇 

〇 

〇 

X 

800 X 600 

〇 

〇 

〇 

X 

1024 X 768 

〇 

〇 

X 

X 

1280 X 1024 

X 

X 

X 

X 

True Color 

(32 ビット） 

640 X 480 

〇 

〇 

X 

X 

800 X 600 

〇 

〇 

X 

X 


※：1280 X 1024お上の解像度を表示できるディスプレイを接続した場合でも、1152 X 868 の仮想スクリーンモード 
になります。 
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□ [MR ] の場合 


色数 

プライマリ 
の解像度 

セカンダリの解像度 

640 X 

480 

800 X 

600 

1024 X 

768 

1280 X 

1024 

1600 X 

1200 

High Color 

(16 ビット） 

640 X 480 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

800 X 600 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1280 X 1024 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1600 X 1200 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

True Color 

(32 ビット）※ 

640 X 480 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

800 X 600 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

1024 X 768 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

1280 X 1024 

〇 

〇 

X 

X 

X 

1600 X 1200 

X 

X 

X 

X 

X 


※： TmeColor 口 2ビット）で表示する場合は、液晶ディスプレイを「プライマリ」に設ましてくださし、。 


■ 留意事項 

• 選択した解像度によっては仮想、スクリーンモードになる場合があります。 

• プラグアンドプレイ対応の表示装置を使用の場合、最大解像度は液晶ディスプレイまたは 
外部ディスプレイのどちらかの最大解像度に設をされます。 

• プラグアンドプレイ非対応の表示装置を使用の場合、液晶ディスプレイと外部ディスプレ 
イの最大解像度は外部ディスプレイの最大解像度になります。 

•「画面の プロパティ」 ダイアログボックスでを設ををしたあと、「詳細」をクリックすると 
「 ATI 画面」タブと 「 ATI 色」タブが表示されないことがあります。この場合はダイアログ 
ボックスを一度閉じてから、もう一度ダイアログボックスを開いてください。 

• マルチモニタ機能使用時には、 DVD - VIDEO を再生しないでください。 

• 次の事項はプライマリアダプタの画面でのみ表示されます。 

• 液品ディスプレイの全画面表示 
. MS - DOS プロンプトのフルスクリ ーン 表示 
. 一部のスクリ ーン七ーバー 

• 液晶ディスプレイを七カンダリアダプタに設定した状態で Windows を再起動した場合、液晶 
ディスプレイがプライマリアダプタとして表示されることがあります。この場合、次の手 
順に従ってください。 

し デスクトップでホクリックし、 「プロパティ」を クリックします。 

「画面のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

2. 「設を」タブをクリックします。 

3. 「2」と表示されたディスプレイイラスト上で右クリックし、「使用可能」のチェックを 
外します。 

4. 「画面のプロパティ」ダイアログボックスの 「 OKJ をクリックします。 

液品ディスプレイをセカンダリアダプタとして使用する場合は、再度設をを行ってく 
ださい。 



3 画面を設まする 


• モニタの リ フレッシュレートを 60 Hz な上に設をした場合は、プライマリアダプタとセカン 
ダリアダプタのいずれか、または両方が仮想スクリーン表示となる場合があります。 この 
場合は、次の手順に従ってください。 

し デスクトップで右クリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

「画面のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックし、「詳細」をクリックします。 

3. 「アダプタ」タブにある 「リフレッシュレート」 を「最適」にします。 

• マルチモニタ機能使用時に本パソコンを再起動した場合、使用している外部ディスプレイ 
によっては、画面が正常に表示されないことがあります。このような場合には、外部ディ 
スプレイの周波数を 85 Hz な下に設をしてください。 

• マルチモニタ機能使用時には、 【 Fn 】 + 【 F 10】 キーを使用して、表示装置を切り换えること 
はできません。 

• 七カンダリアダプタのみに表示されているアプリケーション起動中に、七カンダリアダプ 
夕の使用を終了させないでください。アプリケーションおよび Windows の動作が不安をに 
なり、データが保存されないことがあります。 

• [ MC ] では、ローテーション機能とマルチモニタ機能を同時に巧用することはできません。 
これらの機能を巧用する場合、どちらか斤ちのみでお使いください。 
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4音量を設定する 


音量を調節するには、ハードウエア（音量ボリユームまたはキーボード）で調節す 
る方法と、画面に「音量つまみ」を表示させて調節する方法の2種類があります。 
また、音声入出力時のバランスや音量の設をは、音量を設定するダイアログボック 
スで行います。 


音量ボリュームまたはキーボードで調節する 


お使いの機種によって、を量ボリュームまたはキーボードのどちらかで調節できます。 

音量ボリュームまたはキーボードでの調節は、音量っまみで設定したを量を最大音量とし、そ 
の範巧で音を大きくしたり小さくしたりできます。 

■音量ボリユームで調節する 〔 NA 〕〔 NU ] 

本体側面の音量ボリュームで音量を調節できます。手前側に回すと小さく、奥側に回すと大き 
くなります。 

P POINT 

► 音量ボリュームで音量を大き〈しても音が聞こえない場合は、スピーカーのが態を巧認し 
てください。 [ Fn ] キーを押しながら [ F 3] キーを押すと、スピーカーの ON と OFF が切 
り替わります。「ピー」と音がした場合はスピーカーが ON . 音がしない場合は OFF にな 
ります。 

また、音量を設まするダイアログボックスの設をがミュート（消音）になっていないか確 
認して < ださい。 

■キーボードで調節する 〔 NUE 〕[ MR 〕〔 MF 〕 CMC ] 

キーボードで音量を調節するには、 [ Fn ] キーを押しながら、 [ F 8] キーまたは 【 F 9】 キーを 
押します。 

[ Fn ] キーを押しながら [ F 8] キーを押すと音量が小さく、 【 F 9】 キーを押すと音量が大きく 
なります。 

キーボードでの音量の調節は、17段階に設定できまず。 

調節中は、画面下部に音量を示すインジケータが表示されます。 

P POINT 

► [ Fn ] + 【 F 9】 キーで音量を大き〈しても音が聞こえない場合は、スピーカーのが態を確 
認して〈ださい。 【 Fn 】 キーを押しながら 【 F 3】 キーを押すと、スピーカーの ON と OFF 
が切り替わります。「ピー」と音がした場合はスピーカーが ON 、 音がしない場合は OFF 
になります。 

また、音量を設定するダイアログボックスの設定がミュート（消音）になっていないか確 
認して〈ださい。 

► CNUE ] では、キーボードで音量を調節しても、省電力機能が慟いたあとや再起動後は、調 
節する前の音量に戻ります。 






4 音量を設定する 


画面上の音量つまみで調節する 


音量ボリュームやキーボードで調節しても、音が大きすぎたり小さすぎる場合は、画面上に音 
量つまみを表示して調節します。 

1 タスクバーの「音量」アイコンをクリックします。 

音量を調節する画面が表示されます。 

2 音量つまみを上下にドラッグして、適当な音量に調節します。 

ミュートをチェックすると、音が消え、タスクバーの表示も変わります。 

3 デスクトップの何もないところをクリックします。 

音量を調節する画面が消えます。 

消えなかった場合は、いったんを量つまみをクリックしてから、デスクトップの何もな 
いところをクリックしてください。 

P POINT 

► 音量つまみで設をした音量が、音量ボリュームまたはキーボードで調節した場合の最大音 
量となります。 


再生時/録音時の音量設定について 


■ 再生時の音量設定 

i タスク/く一の「音量」アイコンをダブルクリックします。 

音量を設定するダイアログボックスが表示されます。 

2 バランスや音量などを調節します。 

■ 録音時の音量設定 

1 タスクバーの「音量」アイコンをダブルクリックします。 

音量を設定するダイアログボックスが表示されます。 

2 「オプション」メニユ ーー »「プロパティ」の順にクリックします。 

「プロパティ」 ダイアログボックスが表示されます。 

3 「録音」をクリックし、 「0K」 をクリックします。 

4 バランスや音量などを調節します。 

ご購入時の音量設をは、次のようになっています。 

なお、※がついている項目は、ご購入時には表示されていません。また、ミュートが「〇」の 
項目は、ご購入時には音が聞こえないように設定されています。 
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P POINT 

► バランスや音量を設定しても、再生時/録音時の音量がかさい、または大きい場合は、音 
量を設定するダイアログボックスで、マイク音量の設定を巧ってください。 

1. 「オプション」メニュ——^「卜ーン調整」の順にクリックします。 

2. 「マイク」または 「 Microphone 」 の「卜 ーン」 をクリックします。 

3. 「そのほかの調整」で次の項目のチェックを確認してください。 

音量を大きくしとい場合はチェックを付けます。 

音量をかさ〈したい場合はチェックを外します C 〔 NUE 〕 のみ、ご購入時はチェック 
が付いた状態です）。 

[ NA ] Microphone Boost 

[ NU ] [ NUE ]〔 MR 〕 CMC ] マイクブースト 
[ MF ] Mic 20 dB Up 

► 表示されていない項目（※がついている項目）を表示させる場合は、次のように設定します。 

1. 「オプション」メニューー>「プロパティ」の順にクリックします。 

2. 「表示するコント ロール」 で、項目をクリックしてチェックします。 

項目が表示されるようになります。 

► 解像度によっては、音量を設定するダイアログボックスの一部を表示できないことがあり 
ます。 


■ [ NA ] の場合 

□再生時の音量設定 


項目 

ミュート 

設定する音量 

Volume Control 

X 

パソコン全体の音量 

Wave 

X 

Wave フアイルの音量 

SW Synth 

X 

本パソコン内蔵のソフトウェア MIDI の音量 

Line Out 《 

X 

未使用 

3D Depth ^ 

o 

3D 効果の調整 

Aux 《 

O 

未使用 

CD Player 

X 

音楽 CD の音量 

Line In 

X 

未使用 

Microphone 《 

O 

マイクイン•ジャックに接続したマイクと内蔵マ 
イクの音量 

Phone ^ 

X 

モデムの音量 


□録音時の音量設定 


項目 

選択 

設定する音量 

Aux 《 

X 

未使用 

CD Player 

X 

音楽 CD の録音音量 

Line In 

X 

未使用 

Microphone 

O 

マイクイン•ジャックに接続したマイクと内蔵マ 
イクの録音音量 























4 音量を設定する 


項目 

選択 

設定する音量 

Phone 《 

X 

モデムの録音音量 

Mono Mix 《 

X 

未使用 

Stereo Mix 《 

X 

再生音全体の録音音量 


■〔 NU 〕〔 MR ] の場合 
□ 巧生時の音量設定 


項目 

ミュート 

設定する音量 

ボリュームコントローノレ 

X 

パソコン全体の音量 

WAVE 

X 

Wave フアイルの音量 

SW Synth 

X 

本パソコン内蔵のソフトウエア MIDI の音量 

Line Out ^ 

X 

未使用 

3D Dep 化※ 

〇 

3D 効果の調整 

A 肥※ 

〇 

未使用 

CD プレーヤー 

X 

音楽 CD の音量 

ライン入力 

X 

未使用 

マイク^ 

〇 

マイクイン•ジャックに接続したマイクと内蔵マ 
イクの音量 

Phone 《 

X 

モデムの音量 


□ 録音時の音量設定 


項目 

選択 

設定する音量 

A 肥※ 

X 

未使用 

CD プレーヤー 

X 

音楽 CD の録音音量 

ライン入力 

X 

未使用 

マイク 

〇 

マイクイン•ジャックに接続したマイクと内蔵マ 
イクの録音音量 

Phone 《 

X 

モデムの録音音量 

モノラルミ ックス义 

X 

未使用 

ステレオミツクスを^ 

X 

再生音全体の録音音量 
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■ [ NUE ] の場合 

□再生時の音量設定 


項目 

ミュート 

設定する音量 

マスタ音量 

X 

パソコン全体の音量 

WAVE 

X 

Wave フアイルの音量 

SW Synth 

X 

本パソコン内蔵のソフトウエア MIDI の音量 

Crystal 3 D JK 

〇 

3 D 効果の調整 

CD プレーヤー 

X 

音楽 CD の音量 

マイク 

〇 

マイクイン*ジャックに接続したマイクと内蔵マ 
イクの音量 

ライン入力※ 

〇 

ラインイン.ジャックに接続した機器の音量 

Aux 《 

〇 

補助入力に接続した機器の音量 

ビデオ※ 

〇 

ビデオを声入力に接続した音声出力 

電話線※ 

X 

モデムの音量 

PC スピーカー 

X 

ビープ音などの音量 


□録音時の音量設定 


項目 

選択 

設定する音量 

ステレオミックス※ 

X 

録音全体（ステレオ）の録音音量 

モノラルミックス※ 

X 

録音全体（モノラル）の録音音量 

CD プレーヤー 

X 

音楽 CD の録音を量 

マイク 

〇 

マイクイン-ジャックに接続したマイクと内蔵マ 
イクの録音音量 

ライン入力《 

X 

ラインイン*ジャックに接続した機器の録音音量 

A 肥※ 

X 

補助入力に接続した機器の録音音量 

ビデホ^ 

X 

ビデオの録音音量 

電話線^ 

X 

モデムの録音音量 







4 音量を設定する 


■ CMF ] の場合 

□ 巧生時の音量設定 


項目 

ミュート 

設定する音量 

Volume Control 

X 

パソコン全体の音量 

WAVE 

X 

Wave フアイルの音量 

3 D Wide 《 

X 

3 D 効果の調整 

ZV Po け※ 

o 

未使用 

Auxiliary ^ 

O 

未使用 

Vide 〇※ 

O 

未使用 

CD Audio 

X 

音楽 CD の音量 

Line 

X 

ラインイン.ジャックに接続した機器の音量 

Microphone ^ 

O 

マイクイン.ジャックに接続したマイクと内蔵マイ 
クの音量 

Telephony ^ 

X 

モデムの音量 

Midi Out 

X 

本パソコン内蔵のソフトウ卫ア MIDI の音量 

Mono Out 《 

X 

未使用 


□ 録音時の音量設定 


項目 

選択 

設をする音量 

Mono 十 Mic 《 

X 

未使用 

Stereo Out 《 

X 

再生音全体の録音音量 

Auxiliary ^ 

X 

未使用 

Vide 〇※ 

X 

未使用 

CD Audio 

X 

音楽 CD の録音音量 

Line 

X 

ラインイン-ジャックに接続した機器の録音音量 

Microphone 

o 

マイクイン-ジャックに接続したマイクと内蔵マイ 
クの録音音量 

Telephony ^ 

X 

モデムの録音音量 
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■ [ MC ] の場合 

□再生時の音量設定 


項目 

ミュート 

設定する音量 

ボリュームコントロー/レ 

X 

パソコン全体のを量 

WAVE 

X 

Wave フアイルの音量 

SW Synth 

X 

本パソコン内蔵のソフトウエア MIDI の音量 

Line 〇山※ 

X 

未使用 

3 D Dep 化※ 

〇 

3 D 効果の調整 

A 肥※ 

〇 

未使用 

CD プレーヤー 

〇 

未使用 

ライン入力 

〇 

未使用 

マイク^ 

〇 

マイクイン.ジャックに接続したマイクと内蔵マイ 
クの音量 

Phone 《 

X 

モデムの音量 


□録音時の音量設定 


項目 

選キ尺 

設定する音量 

A 肥※ 

X 

未使用 

CD プレーヤー 

X 

未使用 

ライン入力 

X 

未使用 

マイク 

〇 

マイクイン-ジャックに接続したマイクと内蔵マイ 
クの録音音量 

Phone 《 

X 

モデムの録音音量 

モノラルミックス※ 

X 

未使用 

ステレオミックス※ 

X 

再生音全体の録音音量 







5 赤外線通信 


赤外線通信 


ここでは、ホ外線通信についてと、ホ外線通信用のアプリケーシヨン 「 Intellisync 」 
(インテリシンク）について説明しています。ホ外線通信を行う前にお読みくださし、。 


赤外線通信の概要 


ホ外線通信とは、本パソコンの赤外線通信ポートを{ま用して、赤外線通信機能を持った他のパ 
ソコンと、ケーブルを接続することなく通信できる機能です。 

ホ外線通信を行う場合は、互いのパソコンの赤外線通信ポートを使用可能に設定し、赤外線通 
信ポートが真正面に向き合うようにします。距離は20〜 50 cm の範囲内での使用をお勧めし 
ます。 

■ 留意事項 

• 赤外線通信をしているときは、赤外線通信ポートに AC アダプタや外部ディスプレイを近づ 
けないでください。誤動作の原因になります。 

• 互いのパソコンの距離を離しすぎないでください。 

•データ転送中は、互いのパソコンを動かさないでください。データ乾送が切断される攝合 
があります。 

•次の場合、正常に通信できないことがあります。 

• [ NA ] [ NU ] のワイヤレスマウス添付モデルで、添付のワイヤレスマウスを赤外線通信 
ポートに向けて操作した場合 

-互いの赤外線通信ポートが、真正面に向き合っていない場合 
-互いの赤外線通信ポートの距離が離れすぎていたり、間に遮断物がある場合 
-テレビ、ラジオなどのリモコン、ワイヤレス•へッドホンなどが近くで動作している場合 
•直射日光や、堂光灯*白熱灯などの強い光が赤外線通信ポートに当たっている場合 
-赤外線通信ポートが汚れている場合 
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Intellisync 


本パソコンには、赤外線通信用のアプリケーションとして 、 [IntellisyncJ (インテリシンク）が 

インストールされています。 「 Intellisync 」 を使うことにより、2台のパソコンを赤外線通信ア 

ダプタやケーブルで接続し、ファイルの転送などを簡単に行うことができます 

(••► 『Intellisync For Notebooks クイック.リファレンス•ボイド （Q 民 G . pdf )』 参照）。 

■ 留意事項 

• Windows を終了する前に、必ず Intellisync を終了してください。 

• データの通信中にホ外線通信ポートをふさぐなどして通信エラーが発生した場合は、 
Intellisync をいったん終了し Windows を終了させ、電源を切ってから、再を Intellisync を起 
動してください。そのまま使用すると、正常に通信できないことがあります。 

• Intellisync のシンクロナイズ機能では、ファイル《に全角文字が含まれたファイルを指定す 
ると、正しく動作しない場合があります。 

• Intellisync では、 ZAURUS との通信はサポートしておりません。 

• 「ファイル転送」機能のツ'—ルノく ■ —にある「一覧 J のバル,—ンヘルプは表示できません。 

■ホ外線通信中は、「接続設をマネージャ」ダイアログボックスの「ローカルデバイス」タブ 
の「ホ外線デバイス」のプロパティを開いて 「 IR ウィザード」を行わないでください。 

• ドライブとして割り当てられたネットワークコンピュータをやボリュームラべルに全ちの 
文字が{ま用されていると正しく表示されない場合があります。 

• 「ファイル転送」で接続先が表示されない場合は、次のように設定を変更してください。 

し 「ファイル転送」の「オプション」メニューから「設定」をクリックします。 

2. 「セキュリティ」タブをクリックします。 

3. 「リソースアク七ス」の「ドライブの詳細 J を選択します。 

これで設をは終了です。 

■串云送速度について 

「 Intellisync 」 を使用すると、最大 4 Mbps の速度で通信できます。 

転送速をは、通信巧手のパソコンにより異なります。 

•115 Kbps のパソコンと通信する場合 

自動的に 115 Kbps モードで接続されます。 

• 4 Mbps のパソコンと通信する場合 
自動的に 4 Mbps モードで接続されます。 





5 赤外線通信 


■ 本 パソコ ンで Intellisync を使用する前に 

Intellisync を巧用する前に、次の項目の設定を確認してください。 

□ Windows の標準のホか線デバイスを使用不可の状態にする 

1 「スタート」ボタンー「設定」一「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウインドウが表示されます。 

2 「ホ外線 モニタ」 アイコンをダブルクリックします。 

3 「オプション」タブの「ホ外線通信を使巧可能にする」のチェックを外し 、 roKj 
をクリックします。 

□ BIOS 七ットアップの設定を確認する 

本 パソコン ご購入時は、 BIOS セットアップは次のように設をされています。 

ホ外線通信を正しく行えない場合は、 BIOS セットアップの「詳細」 メニューの 「周辺機器 
設を」または「シリアル/パラレルポート設定」で、「シリアルポート BJ または「赤外線 
通信ポート」のを項目が次の設定になっているか確認してください。 

.シリアルポート B またはホ外線通信ポート：巧用する 
-モード： FIR 

. I/O ベースアドレス または I/O アドレス： 2 E 8-2 EF 
.割り込み番号： IRQ 3 

. I / O ベースアドレスまたは I / O アドレス： 118-11 F 
. DMA チヤネル： DMA 3 

□コンピユータをを変更する 

Intellisync では、同じコンピュータ名どうしで通信を行うことができません。 

次の手順で通信巧手のコンピュータ名を確認し、必要であればコンピュータををを更してくだ 
さい。 

1 「スタート」ボタンー「プログラム」一 「Intellisync」 一「接続設定マネージャ」 
の順にクリックします。 

P POINT 

► 「 Intellisync 巧用許諾同意書 J が表示された場合は、「承諾する」をクリックして < ださし、。 

2 「閉じる」をクリックします。 

「接続設をマネージャ」ダイアログボックスが表示されます。 

3 「識別」タブの「コンピュータ名」を確認し、必要であれば変更します。 


4 「0 K 」 をクリックします。 
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6省電力 


省電力について説明します。ご購入時には、バッテリで使っている場合に限リ、一 
を時間パソコン本体を操作しないと自動的にディスプレイの表示を消したり、「スタ 
ンバイ」するよう設まされています。 


スタンバイと休止状態 


「スタンバイ」 または「休止状態」を使用することにより、 Windows を終了することなく節電 
することができます。 



メモリ内のプログラムやデータを、 システム 民 AM (メモリ）に保持してパソコンの動作を 
一時停止させます。スタンバイ中は、状態表示 LCD の©が点滅しまず。「休止状態」より 
も短い時間で、一時停止や再開（レジューム）を行うことができます。スタンバイ中は、わ 
ずかに電力を消費していて、電源は、 AC アダプタを接続している場合は AC 電源から、接 
続していない場合はバッテリから供給されまず。 

• 休止 状態 

メモリ内のプログラムやデータを、ハードディスクに書き込んで保存し、 パソコン 本体の 
電源を切ります。電源を自動的に切るため、「スタンバイ」よりも一時停止/再開（レジュー 
ム）にかかる時間が長くなります。 

■ 留意事項 

• ネットワークをお使いになるときは、省電力機能が働かないように設定を変更してくださ 
い （"► P .67)。 省電力機能が働いてしまうと、化の装置からアクセスできなくなることが 
あります。 

•パソコンを お f まいの 状況によっては、 スタンバイ や休止が態、 レジュ ームに時間がかかる 
場合があります。 

•スタンバイ または休止状態にしたあと、すぐにレジュームしないでください。必ず、10秒 
な上たってからレジュームするようにしてください。 

• 接続している周辺機器のドライバが正しくインストールされていない場合、スタンバイや 
休止状態にならないことがあります。 

• レジューム時に、画面に一瞬ノイズが発生する場合があります。 


















6 省電力 


• 次の場合は、スタンバイや休止状態にしないでください。 

• OS の起動処巧中または終了処巧中 

•パソコンが何か処理をしている最中（プリンタ出力中など）、および処理完了直後 
. ハードディスク、 フロ ッピーディスクまたはスーパーディスクにアクセス中 
• モデムで通信中 

-オートラン CD-ROM (七ットすると自動で始まる CD - ROM ) を{ま用中 
-ビデオ CD や DVD - VIDEO などを再生中 
. を楽 CD やゲームソフトなどのサウンドを再生中 
- CD - R や CD - RW に書き込みまたは書き換え中 

. ドライバのインストールが必要な周辺機器を接続しているが、ドライバのインストール 
が終了していないとき 

. ネットワーク環境で TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを使用している場合 
• ネットワ'—クで通信中 
-赤外線通信を使用中 

•周辺機器を取り付け/巧り外しする場合は、スタンバイせず、パソコン本体の電源を切っ 
てください。また、周辺機器によっては、パソコン本体の電源を切らなくても接続できる 
ものもあります。 

『ハードウェアガイド』、または周辺機器に添付のマニュアルをご覧ください。 

•本 パソコンは、化レベルのスタンバイ （ ACPIS 1) を サポートしていません。お使いになる 
周辺機器が低 レベルのスタンバイ のみサポートしている場合は、本 パソコンをスタンバイ 
や休止状態にしないでください。 

• 別売の LAN カード（弊社の FMV - J 182 A 、 FMV - J 185 など）をお使いになる場合は、 AC アダ 
プタを接続し、「電源オプションのプロパティ」ダイアログボックスで「電源設定」タブの 
を項目を「なし」に設定してください。 

• CD - ROM 読み込み中に スタンバイ や休止状態にすると、 レジューム 時に エラーメ ッ 七ージ 
が表示される場合があります。この場合は、 【 Enter 】 キーを押してください。 
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スタンバイ 


■スタンバイ（作業を一時停止する） 

スタンバイには、次のホ法があります。 

□「 Windows の終了」ダイアログボックスを使う 

1 「スタート」ボタンー 「Windows の終了」の順にクリックします。 

rWindows の終了」ダイアログボックスが表示されます。 

2 「スタンバイ」を選択し、 「OK」 をクリックします。 

しばらくすると状態表示 LCD ののが点滅し、液晶ディスプレイの表示が消えます。 

□ SUS / RES スイッチを使う 

1 状態表示 LCD ( - ►『ハードウ エアガイド』参照）に日 （HD アクセス表示）や 
曰 （FD アクセス表示）などが表示されていないことを確認し、 SUS/RES ス 
イッチを巧します。 

しばらくすると状態表示 LCD ののが点滅し、液晶ディスプレイの表示が消えます。 

P POINT 

► SUS / RES スイッチは4砂な上押さないで〈ださい。 SUS / RES スイッチを4秒な上押すと、 
本パソコンの電源が切れ、作成中のデータが失われることがあります。 

□ 液晶ディスプレイを閉じる 

1 状態表示 LCD (••►『ハードウ エアガイド』参照）に日 （HD アクセス表示）や 
曰 （FD アクセス表示）が表示されていないことを植語し、液晶ディスプレイを 
閉じます。 


P POINT 

► 「電源の管理のプロパティ」ダイアログボックスの「詳細」タブで「ポータブルコンピユー 
夕を閉じたとき」 の項目を「なし」に設をすると、あ晶ディスプレイを閉じたときにスタ 
ンバイしないように設まできます。ただし、 CMF ] CMC ] では「なし」に設定した場合、 
液晶ディスプレイを閉じないでください。放熱が巧げられ、故障の原因となります。 

► スタンバイが態になったことを示すピピッという音を確認してください（ボリユームを小 
さ < していると聞こえません）。また、ハードディスクの音が止まったことを確認して < だ 
さい。スタンバイしないまま液晶ディスプレイを閉じると、か熱が巧げられ、故障の原因 
になります。 

► ミ夜晶ディスプレイを閉じてもスタンバイしない場合、;—夜晶ディスプレイを開いて SUS/RES 
スイッチを巧し、スタンバイしたことを巧認してから;夜晶ディスプレイを閉じて〈ださし、。 




6 省電力 


■ レジューム（作業を再開する） 

レジューム には、次の ホ 法があります。 

□ SUS/RES スイッチを使う 

液品ディスプレイが開いているときに使用します。 

1 状態表示 LCD の①が点滅していることを確認します。 

2 SUS / RES スイッチを巧します。 

□液晶ディスプレイを開く 

液品ディスプレイが閉じているときに使用します。 

□モデム着信によるレジューム 

通信アプリケーションによっては、通信アプリケーションを起動したままスタンバイしておく 
と、 モデムへの 着信によって自動的に レジューム させることができます。 

なお、「モデム着信によるレジューム」の設定をしているときは、スタンバイ中に液晶ディス 
プレイを閉じないでください。レジューム後に放熱が巧げられ、故障の原因となります。 

□ LAN 着信によるレジューム (Wakeup On LAN) 

化のコンピュータから本パソコンにコンピュータ検索等が行われた場合などに、自動的にレ 
ジュームさせることができます。 

ネットワーク環境下で Wakeup On LAN 機能を使用する場合は、次の設定を行ってください。 
また、 BIOS 七ットアップでの設をが必要です （"►『ハードウェア ガイド』参照）。 

1 「マイコン ピュータ」 アイコン をちクリックし、 「プロパティ」 をクリックしま 
す。 

「システムのプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

2 「デバイスマネージャ」タブをクリックし、「ネットワークアダプタ」をダブル 
クリックします。 

3次のデバイスをちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

[ NA ] [ NUE ] Realtek RTL 8139 ( A / B / C /8130) PCI Fast Ethernet NIC 
[ NU ] [ MR ] Intel (民） P 民 0/100 VE Network Connection 
[ MF ] [ MC ] Intel 8255 x-based PCI Ethernet Adapter (10/100) 

4 「電源の管理」タブをクリックします。 

5次の2つの項目をチェックし、 「 OK 」 をクリックします。 

. 節電のために コンピュータの 電源を自動的に切る 
. コンピュータのスタンバイ 解除の管巧を こ の デバイス で行う 
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■ 留意事項 

• スタンバイ中に MAIN スイッチを OFF にしないでください。作業中のデータがすべて失われ 
てしまいます。 

• バッテリを f まっているときのスタンバイ可能な時間は、巧品のバッテリを満ホ電した状態 
で、約3日です （〔 MR ] では約1日になります)。 

• スタンバイ時にはシステム RAM でのデータ保持のために電力を消費します。バッテリで 
巧っている場合は、バッテリ残量に留意してください。スタンバイ中にバッテリが切れる 
と、作業中のデータがすべて失われてしまいます。長時間お使いにならない場合は、デー 
夕を保存してから Windows を終了させ、パソコン本体の電源を切ってください。 

•モデム着信によるレジューム後は画面が表示されません。フラットポイント（マウス）を 
操作すると画面が表示されます。フラットポイントを操作しても画面が表示されない場合 
は、 【 Space 】 キーなどのキーを押してください。この操作をしても画面が表示されない場 
合は、状態表示 LCD ののが点滅していないか確認してください。点滅している場合はス 
タンバイになっています。 SUS / RES スイッチを押して、レジュームしてください。 

• お使いになる PC カードによっては、バッテリで使っているときのスタンバイ可能な時間が 
短くなる場合があります 

•「 Windows の終了」ダイアログボックスまたは SUS / RES スイッチでスタンバイしたあとは、 
液晶ディスプレイを開いてもレジュ'—ムしません。 

•ネットワーク環境で LAN 着信によるレジューム （Wakeup on LAN ) を設定すると、ホスト 
コンピュータまたは他のコンピュータからのアクセスにより、スタンバイ状態のコン 
ピュータがレジュームする可能性があります。次の手順でタイマ値を設をすることをお勸 
めします。 

し 「スタート」ボタンー「設定」^「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウがま示されます。 

2. 「電源の管巧」アイコンをダブルクリックします。 

「電源の管巧のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

3. 「電源設を」タブの「システムスタンバイ」を「20分後」な上に設定します。 

P POINT 

► 設を値が20分よりモ豆いと、本パソコンがレジュームしてしまうことがあります。20分な上 
の値に設をしてください。 



6 省電力 


休止状態 _ 

休止状態にするには、「電源の管理のプロパティ」ダイアログボックスでの設定が必要です 

( ••►P.67)o 

■ 休止状態（作業を一時停止する） 

休止状態には、次のホをがあります。 

□ SUS/RES スイッチを使う 

1 状態表示 LCD に日 （ HD アクセス表示）や 曰 （ FD アクセス表示）が表示されてい 
ないことを確認します。 

2 SUS / RES スイッチを巧します。 

ハードディスクへの保存状態が画面に表示され、しばらくすると、電源が切れます。 

□ 液晶ディスプレイを閉じる 

1 状態表示 LCD に日 ( HD アクセス表示）や 曰 （ FD アクセス表示）が表示されてい 
ないことを確認し、液晶ディスプレイを閉じます。 

しばらくすると、電源が切れます。 

■ レジュームする（作業を再開する） 

レジュームには、次のホ法があります。 

P POINT 

► レジュームしないときは、 MAIN スイッチが OFF のが態になっていることがあります。この 
場合は、 MAIN スイッチを ON のが態にしてください。 ON のが態にすると、なをされた作 
業が態をハードディスクから呼び出している様子が、画面に表示され、しばら<すると中 
断する前の画面が表示されます。 

□ SUS/RES スイッチを使う 

1 SUS / RES スイッチを巧します。 

保存された作業状態をハードディスクから呼び出している様子が、画面に表示されま 
す。 

しばらくすると、中断する前の画面が表示されます。 


□液晶ディスプレイを開く 

液晶ディスプレイが閉じているときに使用します。 
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□ LAN 着信によるレジューム (Wakeup On LAN ) 

化の コンピュータから 本 パソコンにコンピュータ 検索等が行われた場合などに、自動的に レ 
ジューム させることができます。 

ネットワーク環境下で Wakeup On LAN 機能を巧用する場合は、次の設をを行ってください。 
また、 BIOS セットアップでの設定が必要です （"►『ハードウェア ガイド』参照）。 

1 「マイコンピュータ」アイコンをちクリックし、「プロパティ」をクリックしま 
す。 

「システムのプロパティ」ダイアログボックスが 表示されます。 


2 「デバイスマネージャ」タブをクリックし、「ネットワークアダプタ」をダブル 
クリックします。 

3次のデバイスをちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

[ NA ] [ NUE ] Realtek RTL 8139 ( A / B / C /8 1 30) PCI Fast Ethernet NIC 
[ NU ] [ MR ] Intel (民） PRO / 100 VE Network Connection 
[ MF ] [ MC ] Intel 8255 x-based PCI Ethernet Adapter (10/100) 

4 「電源の管理 j タブをクリックします。 

5次の2つの項目をチェックし、 「 OK 」 をクリックします。 

-節電のために コンピュータの 電源を自動的に切る 
. コンピュータのスタンバイ 解除の管理を このデバイスで 行う 


■ 留意事項 

• 休止状態では、モデム着信によるレジュームはイ吏用できません。 

• PC カー ドやプリンタなどの周辺装置を接続した状態で休止状態にすると、 レジューム 時に 
周辺装置の情報が初«化されるため、中断する前の作業状態に戻らないことがあります。 



6 省電力 


省電力の設定 


■「電源の管理のプロパティ」での設定 

Windows の「コントロールパネル」ウインドウの 「電源の管理 J で、本パソコンの 電源を管理 
することができます。 

■設定を変更する 

が重要 

► ネットワークをお使いになるときは、「システムスタンバイ」、「システム休止が態」に自動 
的に移巧しないように、次の設定を巧ってください。 

省電力磯能が働いてしまうと、他の装置からアクセスできなくなることがありまず。 

-「電源設定」タブ 
-「システムスタン バイ」： なし 

□ r 電源設定」タブ 

本パソコンの電源を入れた状態で一定時間使用しなかった場合に、節電機能が働くまでの時間 
を設定します。 

スタンバイするまでの時間は「ポータブル/ラップトップの電源の設定」の「システムスタン 
バイ」で設定してください。 


□「アラーム」タブ 

バッテリの残量が少なくなったときに Windows が出す警告に関する設定をします。 

P POINT 

► 「電源レベルが次に達したら/くッテリ切れアラームで知らせる」をクリックして广にしな 
いで〈ださい。バッテリが切れたが態で電源が切既されるとめ、作成中のデータが保存さ 
れません。また、パソコン本体が故障する原因となります。 

□「詳細」タブ 


SUS/RES スイッチを押したときや液晶ディスプレイを閉じたときの、パソコン本体の動作状 
態を設定します（ご購入時には、スタンバイするように設定されています)。 

次のように設定できます。 

• SUS/RES スイッチを押したときの状態：「コンピュータの電源ボタンを押したとき」 

• 液品ディスプレイを閉じたときの状態：「ポータブルコンピュータを閉じたとき」 

• スタンバイから復帰するときにパスワードの入力をホめるメッセージを表示させる：「スタ 
ンバイ状態から回復するときにパスワードの入力をホめる」 

が重要 

► CMF]〔MC〕 で「ポータブルコンピユータを閉じたとき」の設定で移行したいが態に「な 
し」を選択した場合、本パソコンの動作中に液晶ディスプレイを閉じないで〈ださい。放 
熱が巧げられ、本パソコンが故障する原因となります。 
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□ r 休止状態」タブ 


本 パソコ ンを一時停止するときに、メモリ内のデータなどの保存先をハードディスクに変更す 
るかどうかを設定します。 

「休止が態」タブの「休止状態をサポートする」をクリックして17にする（ご購入時にはチェッ 
クされています）と、「詳細」タブの「電源ボタン」のを項目で「休止が態」が選択できるよ 
うになります。 

が重要 

► 「電源の管理のプロパティ」ダイアログボックスに「休止が態」タブが表示されない場合 
は 、 Save To Disk 領域が削除されている可能性があります 。 Save To Disk 領域を作成し直 
してくださし 、。 「Save To Disk 領域を作成する」 （"► P .84) 

□ rintel(R) SpeedStep(TM) technology 」 または 「 InteWR) SpeedStep(TM ) テ 
クノロジ」タブ （ FMV- 6113 NA9/B 、 FMV- 6000 NU / し FMV- 6700 NU9 ル、 
FMV-6750MR9 ル、 FMV- 6700 MF9/X) 

本 パソコンをバッ テリで 巧って いるとき、 CPU クロックの 周波数を落とすとともに、 CPU 動 
作電圧を落とすことで節電するかどうかを設定します。 

本パソコンを AC アダプタで使っているときと、バッテリで使っているときで別々に設定でき 
ます。 

レ《ッテリに合わせた パフォーマンス （推奨）」に設をした場合、消費電力が小さくなるので、 
バッテリ稼動時間が長くなります。 

が重要 

► タスクバーの P ■(バ ッテリでお使いの 場合は! ■) をダブルクリックしても設定画面 
( rlntel ( R ) SpeedStep ( TM ) technology 」 または rlntel ( R ) SpeedStep ( TM ) テクノロジ」ダ 
イアログボックス）が表示されます。 

「 lntel ( R ) SpeedStep ( TM ) technology 」 または rlntel ( R ) SpeedStep ( TM ) テク ノ n ジ」ダイ 
アログボックスと「電源の管理のプロパティ」ダイアログボックスは、同時に表示しない 
でください。 

► BIOS セットアップの rlntel ( R ) SpeedStep ( TM ) technology 」 または rlntel ( R ) SpeedStep ( TM ) 
テクノロジ J (••►『ハードウェア ガイド 1 参照）の項目でも設ををををできます 。 Intel 
SpeedStep の設ををを更すると、 BIOS セットアップの設まも変更されます。 

□ 「 BATTERYAID 口 /2 )」タブ 

画面（液晶ディスプレイ）の明るさを変更したり、 CPU クロックを断続的に停止させること 
で節電するかどうかを設定します。 

「画面の明るさ」は、本パソコンを AC アダプタで f まっているときとバッテリで巧っていると 
きで、別々に設定できます。 【 Fn 】 キーを押しながら、 【 F 6】 キーまたは 【 F 7】 キーを押して 
も、画面の明るさを調整できます。 

• [ NA ] では、 「CPU クロック」とレ、ードディスク回転開始時の電力制御」の項目は設をで 
きません。 

が重要 

► ご購入時には AC アダプタで巧っているときに画面が明る〈、バッテリで巧っているときは 
画面が暗< なるように設をされています。ご使用の環境に合わせて BATTERYAID で巧る 
さを変更して〈ださい。 




7 MS - DOS モードで CD - ROM を利用する 


7 MS - DOS モードで CD - ROM を巧用する 


MS - DOS モードで内蔵 CD - ROM ドライブを使用するための設をを説明します（ポー 
タブル CD - ROM ドライブは該当しません）。 


MS-DOS モードで CD-ROM をご使用になる場合 


ご購入時はドライバがインストールされていないため、 MS - DOS モードで CD - ROM を使用で 
きません。次の手順でドライバをインストールしてください。 

P POINT 

► 設をを行う場合には、次の作業なかは行わないで < ださい。他の作業を行うと 、 Windows 
が正常に起動しな< なることがあります。 

1 エディタ（メモ帳）などで C :¥ Config . sys を開き、次の行の 「 REM 」を削除し 
ます。 

REM DEV I CE=C ： ¥REALM0DE¥0AKCDR0M. SYS /D ： 0EMCD001 

I 

DEVICE=C ： ¥REALM0DE¥0AKCDR0M. SYS /D ： 0EMCD001 

2 次の行がない場合は、最後の行に追加して保存します。 
lastdrive=z 

3 エディタ（メモ帳）などで C :¥ Windows ¥ Dosstart . bat を開き、次の行の 「REM 」 
を削除して保存します。 

REM MSCDEX.EXE /D ： 0EMCD001 /L：E 

I 

MSCDEX. EXE /D ： 0EMCD001 /L：E 

(「/ L : E 」 の 「 E 」 には CD - ROM ドライブ名が入ります。） 

4 本パソコンを再起動します。 

P POINT 

► 別売の内蔵 CD - R / RW ドライブ ュニッ トや内蔵 DVD-ROM ュニッ トなどをお使いの場合は、 
Config . sys の該当部分（ドライバ名やオプション）をお使いのドライバに合わせて変更し 
てください。 

► 〔 MF 〕 モバイルマルチベイの CD - ROM ドライブは、プライマリー■スレーブ接綿していま 
す。 










Memo 



第 3 章 


リカバリと再インストール 

本 パソコンを ご購入時の状態に戻す 「リカバリ」 
とソフトウェアの「巧インストール」について 
説明します。 


1 リカバリ概要 . 72 

2 リカバリ操作 . 75 

3ソフトウェアの再インストール . 87 









第 3 章リカバリと再インストール 


1リカバリ概要 


Windows が起動しないなどの問題が発生した場合、またはハードディスクの領域を 
変更したい場合は、リカバリを行います。 


リカバリの概要 


リカバリとは、「リカバリ CD - ROM 」 と「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」（ポータブル CD - 
ROM ドライブをお使いの場合）を巧用して、 OS 、 ドライバなどのプレインストールソフト 
ウェアをご購入時の状態 （「プレインストール仕様の確認」 （"► P .19)) に戻す操作です。 

リカバリは、大きく 2種類に分かれます。 

• ご購入時の状態に戻す 

現在のハードディスクの領域設をはそのままで、 C ドライブをご購入時の状態に戻します。 
■領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す 

ハードディスクの領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻します。 

現在のハードディスク領域を変更したいとき、またはハードディスクを増設したときには、 
領域設定が必要になります。 


ハードディスク領域の概要 


ハードディスク領域の概要を説明します。 


■ 基本 MS - DOS 領域と拡張 MS - DOS 領域 

ハードディスク領巧には、次の2種類があります。 

• 基本 MS-DOS 領域 

OS をインストールするために必要な領域です。プライマリマスターに接続されたハード 
ディスク （1 台目のハードディスク）の基本 MS - DOS 領域は、起動ドライブ （ C ドライブ） 
になります。プライマリマスターな外に接続されたハードディスク（増設したハードディ 
スク）の場合は、基本 MS - DOS 領巧の作成は必須ではありません。 

• 拡張 MS-DOS 領域 

アプリケーションやデータを格納するための領域です。基本 MS - DOS 領域を設定している 
場合は、残りの領域すべてがあ張 MS - DOS 領括でになります。増設したハードディスクの場 
合は、ハードディスク全体をあ張 MS - DOS 領巧にできます。 

括:張 MS - DOS 領域内には、論 a MS - DOS ドライブを作成する必要があります。論巧 MS - 
DOS ドライブを作成することで、化張 MS - DOS 領域にドライブを也、 E、F ■■■) が割りふ 
られます。論巧 MS - DOS ドライブは複数（最高23個）作成できます。 







1 リカバリ概要 


P POINT 

► 本パソコンご購入時にはプライマリマスターのハードディスクに、基本 MS - DOS 領域とお 
張 MS - DOS 領域が設定され、拡張 MS - DOS 領域全体が1つの論理 MS - DOS ドライブに 
設定されています。 


_基本 MS - DOS 領域 （ C ) _ 

お張 MS - DOS 領域 

論理 MS - DOS ドライブ （ D ) 


■ FAT 16 と FAT 32 

ハードディスクの領巧を設定する場合に、ファイルの管理形式として FAT 16または FAT 32 の 
どちらかを選択できます。 

FAT 16 は最大 2 GB までしかドライブを管理できません。そのため、 2 GB を超える領域を作成 
したい場合は FAT 32 を使用します。しかし、 FAT 32 をサポートしていない OS ( MS - DOS や 
WindowsNT 4.0 など）から FAT 32 でフォーマットしたハードディスクを認識できません。この 
ため、 MS - DOS で作成された起動フロッピーからインストールを行うアプリケーションの場 
合、インストールに失敗するなどの問題が発生することがあります。 

P POINT 

► リカバリは、 FAT 16、 FAT 32 のいずれのファイルシステムに対しても実行できます。 


リカバリの手順 


リカバリは次の手順で行います。 


■ ご購入時の状態に戻す場合 

ハードディスクの領域設定は現在お使いの状態のまま、 C ドライブのみをリカバリします。 

P POINT 

► FmSK で領域設をを行ったあと、ご購入時の状態に戻すこともできます。 FD に K を使用す 
ると、 1 MB 単位で 3 区画な上の領域を設をできます。 

1 リカバリ前の準備 (••► P .75) 

2 リカバリ方法（ご購入時の状態に戻す） 

内蔵 CD - ROM ドライブをおイまいの場合 （..► P .76) 

ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合 （..► P .77) 

3 リカバリ終了後 (••► P .81) 
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■お域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す場合 

リカバリ中に画面上で確認しながら、ハードディスクの領域を再設定します。 
100 MB 単位で2区画まで設定できます。 

1 リカバリ前の準備 （"► P .75) 

2 リカバリ方法（領域を設をしたあと、ご購入時の状態に戻す） 

内蔵 CD - ROM ドライブをお使いの場合 （"► P .78) 

ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合 （••► P .79) 

3 リカバリ終了後 （ ’► P . si ) 

留意事項 


■ リカバリを行う場合の一般的な留意事項 

• リカバリを行うと、 C ドライブのファイルはすべて削除されます。必要に応じて事前にバッ 
クアップを行ってください。 

•周辺機器を取り付けている場合は、それらをいったん取り外し、ご購入時の状態に戻して 
ください。 

• ポータブル CD - ROM ドライブをおイ吏いの場合は 「ポータブル CD - ROM ドライブを使用する 
ための設を」 （"► P .15) を行ってください。 

• カスタムメイドオプシヨンのアプリケーシヨンはリカバリされません。 

• ハードディスクの領域の変更を行うことにより、ハードディスクの内容が消えてしまうこ 
とがあります。あらかじめ必要なデータはバックアップしておいてください。 

• 本書では内蔵ポインティングデバイスでの操作を前提に記述してあります。 

■ ハードディスクの領域を設定するうえでの留意事項 

ハードディスクの領域を設定する前にお読みください。 

•領域を削除したり容量を変更したりすると、領域内のファイルはすべて削除されます。必 
要に応じて事前にバックアップをとってください。 

•基本 MS - DOS 領域は、リカバリに必要な領域饭低1畑）に設をしてください。 

• ご購入時の設をでは Save To Disk 領域が作成されています 。 Save To Disk 領域は「領域1(種 
類： Non - DOS )」 と表示されます。特に設をし直す必要はありません。また、リカバリ中に 
領域を設をする場合は、自動的に現在のメモリを量に最適な Save To Disk 領域が作成され 
ます。 FDISK を巧用して区画の設をを行う場合で Save To Disk 領域がないときは、 MS-DOS 
領域を作成する前に、 PHDISK を使用して Save To Disk 領域を作成してください。 





2 リカバリ操作 


2リカバリ操作 


本パソコンをご購入時の状態に戻す「リカバリ」の方まを説明します。 

P POINT 

► リカバリに関する留意事項 （"► P .74) をよ <ぉ読みのうえ、リカバリを行ってくださし、。 


リカバリ前の準備 


リカバリを実行する前に、次の操作を行ってください。 

■ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合 

1 リカバリ CD-ROM 起動ディスクのコピーと作成を行います （"► P .14、 P .15)。 
2本パソコンにポータブル CD-ROM ドライブを接続します。 

3フロッピーディスクドライブがない機種では、 FDD ュニットを接続します。 

■ BIOS 設定について 

Bros の設ををご購入時の設をに戻します （"►『ハードウェア ガイド』参照)。 

お使いのモデルによっては、さらに設定が必要な場合があります。ご購入時の設定に戻したあ 
と、次の設定を行ってからリカバリを実行してください。 

• フロッピーディスクを使用する場合 

.「メイン」一「フロッピーディスク AJ : 1.44/1.2 MB 3.5" 

. 「詳細」一「その他の内蔵デバイス設を」一 「フロ ッピーディスク コントローラ」 ；使用する 
•スーパーディスクドライブを巧用する場合 （〔 NA 〕[ MR ] [ MF ]) 

.「メイン」一「フロッピーディスク A 」 ：巧用しない 

. 「詳細」一「その化の内蔵デバイス設定 J _「フロッピーディスクコントローラ」：{ま用 
しない 

■ FDD ュニット （ USB ) を使用する場合 

.「メイン」一「フロッピーディスク A 」 ：巧用しない 

.「詳細 J _「その化の内蔵デバイス設を」一「フロッピーディスクコントローラ」：使用 
しない 

•「詳細」一 「 USB 設定」一 「 USB フロッピーディスク」：巧用する 

P POINT 

► BIOS セットアップの設ををご購入時と異なる設まにしていると、インストール時にエラー 
メ ッセージが表示されることがあります。 
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リカバリ方法（ご購入時の状態に戻す) 


本パソコンをご購入時の状態に戻します。ハードディスクの領巧は変更されません。 

FDISK で領域設をを行ったあと、ご購入時の状態に戻すこともできます。 FDISK をイま用する 
と、 1MB 単位で3区画な上の領域を設をできます （"►P.82)。 

P POINT 

► リカバリを行うと、 C ドライブのファイルはすべて削除されます。必要に応じて事前にバッ 
クアップを行ってくださし、。 

► リカバリの所要時間は、10分程度です。 

■内蔵 CD-ROM ドライブをお使いの場合 

次のものを用意してください。 

• 「リカバリ CD-ROMJ 

1 「リカバリ CD-ROM」 をセットします。 

2 本パソコンを巧起動します。 

3 「FUJITSU」 ロゴの下に文字が表示されたら、すぐに 【F12】 キーを巧し続けます。 

起動メニューが表示されます。 

4 CD-ROM ドライブを選択し、 Enter】 キーを押します。 

「FMV リカバリ CD-ROM」 画面が表示されます。 

5 [Page Up] [Page Down ] キ ー([ MR]〔MF] [MC 〕 は [ Fn] + 【 T 】【 i 】 
キー）で説明を スクロールし 内容を確認して、 【 Y 】 キーを押します。 

6 「ご購入時の状態に戻す（推奨）」が反転表示されていることを確認してに nter】 
キーを巧します。 

確認の画面が表示されます。 

7 【 Y 】 キーを巧します。 

しばらくすると 「NORTON 畑 ost™」 の画面が表示され、ファイルのコピーが始まりま 
す。リカバリが終了すると「正常にソフトウェアの復元作業が行われました」と表示さ 
れます。 

8 CD-ROM を取り出してから、本パソコンの電源を切ります。 

9 な降、「リカバリ終了後」を参照して操作を行ってください （"►P.81)。 
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■ポータブル CD-ROM ドライブをお使いの場合 

次のものを用意してください。 

• 「リカバリ CD - ROM 」 

•作成した 「リカバリ CD-ROM 起動 ディスク」 [ NA ] 的 の 的 UE 〕 [ MR ] [ MF ] ( ••► P .15) 
• コピーした「リカバリ CD-ROM 起動 ディスク」 〔 MC 〕 （"► P .14) 

1 「リカバリ CD-ROM 起動ディスク」をセットします。 

2 本パソコンを再起動します。 

3 「CD-ROM ドライブじ「リカバリ CD-ROM」 をセットしてくださし、。」と表示さ 
れたら、「リカバリ CD-ROM」 をセットし、何かキーを巧します。 

「 FMV リカバリ CD - ROMJ 画面が表示されます。 

4 [Page Up] [Page Down ] キ ー([ MR〕[MF]〔MC 〕 は [ Fn] + 【 t 】【 i 】 
キー）で説明を スクロールし 内容を確認して、 【 Y 】 キーを押します。 

5 「ご購入時の状態に戻す（推奨）」が反転表示されていることを確認して Enter】 
キーを巧します。 

確認の画面が表示されます。 

6 【 Y 】 キーを巧します。 

しばらくすると 「NORTON 畑 ost ™」 の 画面が表示され、 ファイルのコピーが 始まりま 
す。リカバリが終了すると「正常に ソフトウェアの 復元作業が行われました」と表示さ 
れます。 

7 フロ ッピーディスクと CD-ROM を取り出してから、本パソコンの電源を切りま 
す。 

公レ: i 降、「リカバリ終了後」を参照して操作を行ってください （ ‘►P.SD。 
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リカバリ方法（領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す） 

ハードディスクの領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻します。 

リカバリ中に画面で確認しながら、100 MB 単位で2区画までの領域を設定できます。 

が重要 

► 区画の設定を行うことにより、ハードディスクの内容が消えてしまうことがあります。あ 
らかじめ必要なデータはバックアップしておいてください。 

► リカバリ中に区画を作成する場合、100 MB 単位で2区画までしか作成できません。3区画 lit 
上を作成する場合、または 1 MB 単位で区画を作成する場合は、 FD に K を使用してくださし、。 

■内蔵 CD - ROM ドライブをお使いの場合 

次のものを用意してください。 

• 「リカバリ CD-ROMJ 


1 「リカバリ CD - ROM 」 をセットします。 

2 本パソコンを再起動します。 

3 「 FUJITSU 」 ロゴの下に文字が表示されたら、すぐに 【 F 12】 キーを巧し続けます。 

起動メニューが表示されます。 

4 CD - ROM ドライブを選択し、 Enter 】 キーを押します。 

「 FMV リカバリ CD - ROM 」 画面が表示されます。 

5 [Page Up ] [Page Down ] キ ー([ MR ] CMF ] [ MC 〕 は [ Fn ] + 【 t 】【 i 】 
キー）で説明を スクロールし 内容を確認して、 【 Y 】 キーを押します。 

6 「領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す」を選択し、 Enter 】 キーを巧 
します。 

7 領域の設定方まにより、次の操作のどちらかを行います。 

P POINT 

► 領域を変更すると、ハードディスク巧のすべてのデータが失われます。 

■「領域を任意に設定して戻す」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

C ドライブの容量を任意に設をしてください。【^】【^】キーを押すと、100 MB 単位 
で、領域を設定できます。 

その他の設定については、次を参考にしてください。 

• C ドライブを FAT 16で使用する 

C ドライブを FAT 16 または FAT 32 に切りをえることができます （"► P .73)。 
切り替えるには じ】 キーを 押し、項目の チェックマークを 確認します。 

. ハードディスクを 1 つの 区画として設定する 
ハードディスク 全体を C ドライブとして設定するかどうか切り替えることが で 
きます。 

切り替えるには 【 P 】 キーを 押し、項目の チェックマークを 確認します。 

領巧を設定したら、 【 Enter 】 キーを押します。 
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■「領域をご購入時の状態にして戻す」を選択し、 【Enter】 キーを押します。 

ハードディスク内の領域が、ご購入時の設定となります。 

8 【 Y 】 キーを巧します。 

領虹での設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。 

9 【Enter】 キーを押します。 

本パソコンが再起動します。 

10 「FUJITSU」 ロゴの下に文字が表示されたら、すぐに 【F12】 キーを巧し続けます。 

起動メニューが表示されます。 

11 CD-ROM ドライブを選巧し、 【Enter】 キーを巧します。 

しばらくすると 「 NORTON 畑 ost ™」 の画面が表示され、ファイルのコピーが始まりま 
す。リカバリが終了すると「正常にソフトウェアの復元作業が行われました」と表示さ 
れます。 

12 CD-ROM を取り出してから、本パソコンの電源を切ります。 

13 レ: A 降、「リカバリ終了後」を参照して操作を行ってください （"►P.81)。 

■ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合 

次のものを用意してください。 

• 「リカバリ CD - ROM 」 

■作成した「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」 [ NA ] 的の的 UE 〕[ MR ] [ MF ] ( ••► P .15) 
• コピーした「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」 〔 MC 〕( ••► P .14) 

1 「リカバリ CD-ROM 起動ディスク」をセットします。 

2 本パソコンを巧起動します。 

3 「CD-ROM ドライブじ「リカバリ CD-ROM」 をセットしてくださし、。」と表示さ 
れたら、「リカバリ CD-ROM」 をセットし、何かキーを巧します。 

「 FMV リカバリ CD - ROMJ 画面が表示されます。 

4 [Page Up] [Page Down ] キ ー([ MR〕〔MF〕〔MC 〕 は [ Fn] + 【 t 】【 i 】 
キー）で説明を スクロールし 内容を確認して、 【 Y 】 キーを巧します。 

5 「領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す」を選択し、 Enter】 キーを巧 
します。 
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6 領域の設定方まにより、次の操作のどちらかを行います。 

P POINT 

► 領域を変更すると、ハードディスク巧のすべてのデータが失われます。 

■「領域を任意に設定して戻す」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

C ドライブの容量を任意に設定してください。【^】【一】キーを押すと、 100 MB 単位 
で、領域を設定できます。 

その他の設定にっいては、次を参考にしてください。 

• C ドライブを FAT 16で{ま用する 

C ドライブを FAT 16 または FAT 32 に切りをえることができます （"► P .73)。 
切り替えるには じ】 キーを 押し、項目の チェックマークを 確認します。 

. ハードディスクを1っの区画として設定する 
ハードディスク全体を C ドライブとして設定するかどうか切り替えることがで 
きます。 

切りをえる にはに】 キーを 押し、項目の チェックマークを 確認します。 

領域を設定したら、 【 Enter 】 キーを押します。 

■「領域をご購入時の状態にして戻す」を選おし、 【 Enter 】 キーを押します。 

ハードディスク内の領域が、ご購入時の設ちとなります。 

7 【Y】 キーを巧します。 

領域の設をが行われ、再起動メッセージが表示されます。 

8 【Enter】 キーを巧します。 

本パソコンが再起動します。 

9 「CD-ROM ドライブに「リカバリ CD-ROM」 をセットしてくださし、。」と表示さ 
れたら、「リカバリ CD-ROM」 をセットし、何かキーを押します。 

しばらくすると 「NORTON 畑 ost ™」 の画面が表示され、ファイルのコピーが始まりま 
す。リカバリが終了すると「正常にソフトウェアの復元作業が行われました」と表示さ 
れます。 

10 フロッピーディスクと CD-ROM を取り出してから、本パソコンの電源を切りま 
す。 

11 な降、「リカバリ終了後」を参照して操作を行ってください （"►P.81)。 
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リカバリ終了後 


本パソコンの電源を切ったあと、次の操作を行ってください。 

□内蔵 CD-ROM ドライブをお使いの場合 

1 周辺機器が取り付けられている場合は、すべて取り外します（カスタムメイド 
オプションを除く）。 

2 本パソコンの電源を入れます。 

3 レ: A 降、第1章を参照して Windows のセットアップを行ってくださし、 （"►P.8)。 

□ポータブル CD-ROM ドライブをお使いの場合 

1 周辺機器が取り付けられている場合は、すべて取り外します（カスタムメイド 
オプションを除く）。 

P POINT 

► PC カードを忘れずに抜いて〈ださい。 

2 本パソコンの電源を入れます。 

3 FDD ユニット （USB) をお使いになってリカバリを行った場合は、 BIOS セッ 
トアップで次のように設定を変更し、変更した設をを保存して終了し、本パソ 
コンを再起動します。 

P POINT 

► 今をも FDD ユニット ( USB ) をお使いになる場合は、変をする必要はありません。 
.「メイン」一「フロッピーディスク A 」 ： 1.44/ し 2 MB 3.5" 

. 「詳細」一「その他の内蔵 デバイス 設定」一 「フロッピーディスクコントローラ」：{ま 
用する 

. 「詳細」一 「 USB 設定」一 「 USB フロッピーディスク」：巧用しない 

4 降、第1章を参照して Windows のセットアップを行ってください （••► P.8) 。 

セットアップ後、必要に応じてソフトウェアをアンインストールしてください （"► P .30)。 
また、必要に応じてドライバ、添付アプリケーションまたはカスタムメイドオプションのアプ 
リケーションをインストールします。 

使用するソフトウェアをすべてインストールしたあと、ソフトウェアライブラリをアップデー 
卜してください （"► P .31)。 
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FDISK で領域を設定する 


FDISK を使用する前に、 Save To Disk 領巧があることを確認してください。 Save To Disk 領域 
がない場合は、 PHDISK であらかじめ作成してください。 

領域を3区画な上作成する場合、または 1 MB 単位で区画を作成する場合は、 FDISK コマンド 
を使用します。 

手順の流れを確認後、 FDISK を起動してください。 

■ 手順の流れ 

1 FD 旧 K で必要に応じて領域を削除する 

削除は次の順番で行います。 

1. 拡張 MS - DOS 領域内の論理 MS - DOS ドライブの削除 

2. 拡張 MS - DOS 領域の削除 

3. 基本 MS - DOS 領域の削除 

4. Save To Disk 領域の削除 

2 FD 旧 K で領域を作成する 

削除と逆の順番で行います。 

P POINT 

► Save To Disk 領域を作成するときは、 PHD に K ユーティリティで作成して〈ださし、 （ "► P .84)。 
なお、区画おまの Save To Disk 領域を作成する場合は、 MS-DOS 領域作成前に Save To Disk 領 
域を作成してください。 

3 ドライブを フナー マットする 

リカバリを行うドライブは、リカバリ中にフォーマットされますので、フォーマットの 
必要はありません。 

■ FDISK の起動方法と概要 

FDISK は、次の手順で起動してください。なお、 Windows がインストールされている環境で 
増設ハードディスクの領域を設定する場合は、 Windows の MS-DOS プロンプトで「村 isk 」 と 
入力し、 【 Enter 】 キーを押してください。 

1 次の操作を行います。 

-内蔵 CD - ROM ドライブをお使いの場合 

「リカバリ CD - ROM 」 をセットします。 

■ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合 
「リカバリ CD-ROM 起動ディスク」をセットします。 

2 本パソコンを再起動します。 

3 次の操作を行います。 

-内蔵 CD - ROM ドライブをお使いの場合 

し 「FUJITSUJ ロゴの下に文字が表示されたら、すぐに 【 F 12】 キーを押し続けます。 

起動メニューが表示されます。 

2. CD-ROM ドライブを選がし、 Enter 】 キーを押します。 
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-ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合 

「 CD - ROM ドライブに「リカバリ CD - ROM 」 をセットしてください。」と表示された 
ら、「リカバリ CD - ROMJ をセットし、何かキーを押します。 

4 「FMV リカバリ CD-ROM」 画面が表示されたら、 【N】 キーを巧します。 

コマンドプロンプトが表示されます。 

5 次のように入力して、 【Enter】 キーを押します。 
fdisk 

「大容量のディスクのサポートを可能にしますか J と表示されます。 

6 FAT16 で設をする場合は 【N】 キー、 FAT32 で設定する場合は 【Y】 キーを巧 
し、 【Enter】 キーを巧します。 

「 FDISK オプション」が表示されます。 


7 次の説明と画面のメッセージを参照し、領域を設定します。 

- MS-DOS 領域または論理 MS-DOS ドライブを作成 
基本 MS - DOS 領域、あ張 MS - DOS 領域、化張 MS - DOS 領巧内に論巧 MS - DOS ドライ 
ブを作成する場合に選択します。 

-アクティブな領域を設定 

基本 MS - DOS 領巧をアクティブ（領域に OS をインストールしたら起動できるが態) 
にする場合に選択します。なお、を本 MS - DOS 領巧に{ま用できる最大サイズを割り当 
てた場合は、自動的にアクティブに設定されます。アクティブな領域は、「状態」に 
「 A 」 と表示されます。 

が重要 

► 基本 MS-DOS 領域（領域 C ) をアクティブに設定しないと、ハードディスクから起動でき 
ません。基本 MS-DOS 領域は、必ずアクティブに設をしてください。 

■領域または論理 MS-DOS ドライブを削除 

すでに設定されている基本 MS - DOS 領域、あ張 MS - DOS 領城、あ張 MS - DOS 領域内 
の論 a MS - DOS ドライブを削除する場合に選択します。 

-領域情報を表示 

現在の設をを確認する場合に選択します。 

■現在のハードディスクドライブをを至（ハードディスクを増設している場合に表示さ 
れます） 

FDISK を起動すると、プライマリ マスターの ハードディスクを設をできる状態になり 
ます。これを増設したハードディスクに切り換える場合に選択します。 

8 設定終了後、変更を有効にするためには、本パソコンをち起動します。 

再起動後、続けてリカバリを行う場合は、 「リカバリ方法（ご購入時の状態に戻す)」 を 
参照して手順2な降の操作を行ってください （ " ► P .76) 
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Save To Disk 領域を作成する 


ここでは、休止状態のときに使用する Save To Disk 領域の概要と作成方法を説明します。 

■お式と容量 

Save To Disk 領域には、「区画あ式」と「ファイル形式」があります。また、 SaveToDisk 領域 
として必要になる容量は、次のようにみまります。 

Save To Disk 領巧の必要容量=メインメモリを量+ビデオメモリを量 • その化 
Save To Disk 領域の必要容量には、メインメモリを量とビデオメモリ容量な外に若干の作業領 
域が必要です。そのため 、 Save To Disk 領域の容量は、メインメモリ容量とビデオメモリ容量 
の合計よりも多くなっています。 

ご購入時の設定については 、 「Save To Disk 領域」 （"► P .26) をご覧ください。 

P POINT 

► 区画おまで Save To Disk 領域を作成する場合は、ファイルおまで Save To Disk 領域を作成 
する場合よりも、大きな容量が必要になります。 

► 「ドライブスぺース」などのディスク圧縮機能で圧縮されたドライブ上では、 Save To Disk 

領域をファイルおまで使用することはできません。 Save To Disk 領域をファイルお式で作 
成しているときは、「ドライブスぺース」などのディスク圧縮機能は使用しないでくださし、。 


■ PHDISK ユーティリティでの Save To Disk 領域の作成 

PHDISK ユーティリティには 、 Save To Disk 領域の作成、再フォーマット、削除および詳細情 
報の表示などの機能があります。本パソコン出荷時に SaveToDisk 領域が作成されているの 
で、再フォーマット、削除および詳細情報の表示などを行いたい場合に PHDISK ユーティリ 
ティを使用してください。 PHDISK ユーティリティ （ PHDISIC . EXE ) は、「リカバリ CD - ROM 」 
(〔 M 口は「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」）に含まれています。 

が重要 

► 区画おまの Save To Disk 領域の作成は、 FD に K ユーティリティによる MS-DOS 領域作成前 
に行ってください。 

► Save To Disk 領域を作成後は必ずパソコン本体を巧起動してください。 

作成直後に Save To Disk を巧うと正しく動作しない場合があります。 

► Save To Disk 領域はファイルおままたは、区画形式のどちらか一方しか作成できません。 

► 区画おまの Save To Disk 領域の容量を増やす場合は、組み込まれている MS-DOS 領域の容 
量を FD に K により減らす必要があります。この隙、それまでの MS-DOS 領域内のデータ 
はすべて失われます。作業前に大切なデータをバックアップしてください。 

また 、 Windows 98の場合、 PHDISK ユーティリティは、 Windows モードが起動されていると 
正しく動作しません。 PHDISK ユーティリティは、 MS - DOS モードを起動し、 MS - DOS モード 
上でお使いください。 




2 リカバリ操作 


• 使用方法 

川 DISK (オプション} 

オプションは次のとおりです。 

/CREATE /FILE (または/ PARTITION) 

/DELETE /FILE (または/ PARTITION) 

/REFORMAT /PARTITION 
/INFO 

それぞれのオプションは、先頭の 1 文字だけでも有劾です。たとえば、 /CREATE と /C は同 
じです。川 DISK とオプションの間、オプションとオプションの間は、半角空白を1つ入れ 
てください。また、 PHDISK をオプションなしで起動すると、簡単な使用ち法、現在作成さ 
れている領域などが表示されます。 

■オプションについて 

• /CREATE /FILE (または/ PARTITION) 

このホプションは Save To Disk 領域がまだ作成されていない場合に使用します。 

/CREATE /FILE と指定すると、 Save To Disk 領域をファイル形式で作成します。 

/CREATE /PARTITION と指定すると、 Save To Disk 領域を区画形式で作成します。 Save To 
Disk 領域の容量は、現在のシステム構成で最適な容量の領域を作成しまず。 

区画形式で作成した場合、 Save To Disk 領域の作成が終わると、その区画のフォーマットを 
開始します。フォーマット中にハードディスクに不良セクタを見つけた®合は、そのセク 
夕にマークを付けて、が後使用しないようにします。 

• /REFORMAT /PARTITION 

区画形式の Save To Disk 領域を再フォーマットします。 

このオプションは、休止状態を使用していて、読み出しエラーや書き込みエラーが起こっ 
た場合に使用してください。再フホーマット中にハードディスクに不良セクタを見つけた 
場合は、そのセクタにマークを付けて、な後使用しないようにします。 Save To Disk 領域の 
容量が変わることはありません。 

• /DELETE fILE (または/ PARTITION) 

すでに作成され ている Save To Disk 領域を削除ずる攝合に使用します。 

/DELETE /FILE と指定すると、ファイル形式の Save To Disk 領域を削除します。 

/DELETE /PARTITION と指定すると、区画形式の Save To Disk 領域を削除します。 

Save To Disk 領域の容量を変更したい場合は、まず /DELETE によりすでに作成された Save 
To Disk 領城を削除し、 /CREATE により新たに希望の容量の Save To Disk 領域を作成します。 

• /INFO 

すでに作成され ている Save To Disk 領域に関する詳細情報を表示します。 

• 表示例《区画形式》 

Save to Disk 領域詳細情報： 

關始セクタ： XXXXXXX (ヘッドX、シリンダXXX、セクタX) 

全容量： XXXXX バイト 
現在の状態： 

現在の構成では、 XXXXXk バイトの Save to Disk 領域が必要です。 PHDISK はさらに多少 
の作業領域を必要とし、実際に必要な全領域のバイト數を自動的に計算します。 
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• 表示例《ファイルお式》 

Save to Disk 領域詳細情報： 

現在の Save to Disk 領域は、ファイル名が C :¥ SAVE 2 DSK.BIN で、サイズは XXXXXkbytes 
です。属性は、システム、隠しファイル、および読取専用です。 

現在の状態： 

現在の構成では、 XXXXXk バイトの Save to Disk 領域が必要です。 PHDISK はさらに多少 
の作業領域を必要とし、実際に必要な全領域のバイ ト 数を自動的に計算します。 



3 ソフトウエアの再インストール 


3ソフトウェアの再インストール 


一部のドライバおよびアプリケーションの再インストール方法を説明します。 


が重要 

► 添付の「ドライバーズ CD」 には、機種によっては使用できないソフトウェアも含まれてい 
ます。本書を参照し、正しいソフトウェアを使用して〈ださい。誤ったソフトウェアをイ 
ンストールした場合、本パソコンが正しく動作しなくなり、リカバリが必要となることが 
あります。 

なお、「ドライバーズ CD」 の lndexcd.htm もご覧ください。「ドライ/くーズ CD」 内の内容 
と適応磯種が一費になっています。 


ドライバの巧インス!ル 


リカバリ後、ドライバを再インストールする必要はありません。何らかの@由でドライバの再 
インストールが必要な場合のみ、必要なドライバを再インストールしてください。 

ドライバのインストールは、それぞれのドライバのインストール手順をご覧ください。 
インストール手順は「ドライバーズ CDJ 内の次の場所にあります。 


ドラィバ 

機種 

インストール手順の 
保存場所とファイル名 

ディスプレイドライバ 

[ NA ] 

¥ AtiRA ¥ 民 eadme.txt 

的の 

¥81 5 em ¥ 民 eadme.txt 

的咖 

¥ AtiM ¥ readme.txt 

[ MR ] 

¥ AtiM 4¥ readme.txt 

[ MF ] [ MC ] ベース モデル 

¥ Ati ¥ 民 eadme.txt 

[ MC ] タッチパネルモデル 

¥Ati 民 ¥ 民 eadme.txt 

サウンドドライバ 

[ NA ] 

¥ Sigmatel . NA ¥ readme.txt 

的の [ MR ] [ MC ] 

¥ Sigmatel ¥ readme.txt 

的咖 

¥ Cs 4281 ¥ readme.txt 

[ MF ] 

¥ Yacxg ¥ readme.txt 

LAN ドライバ 

[ NA ] [ NUE ] LAN 搭載モデル 

¥ Realtek¥instalLtxt 

[ NU ] [ MR ] [ MF ] [ MC ] 

LAN 搭載モデル 

¥ Lan 8255 x¥instalLtxt 

モデムドライバ 

[ NA ] モデム搭載モデル 

¥ Modem . NA ¥ readme.txt 

的 U 〕[ MR ] モデム搭載モデル 

¥ Modem ¥ readme.txt 

[ MF ] モデム搭載モデル 

¥ Modem . MF ¥ readme.txt 

[ MC ] モデム搭載モデル 

¥ Modem . MC ¥ readme.txt 

タ ッチ パネルドライノく 

[ MC ] タッチパネルモデル 

¥ Tpanel ¥ 民 eadme.txt 
























第 3 章リカバリと再インストール 


P POINT 

► 出荷時の設定では、次のドライバはハードディスクからインストールできます。 

CD-ROM ドライブの接 綿 や「ドライバーズ CD 」 のセットは必要ありません。 

インストールについて、詳しくはフナルダ内の Readme.txt をご覧ください。 

-クイックポイント町ドライバ ( CMC ] ベースモデル） C ：¥ Fjuty ¥ Drivers¥Qpoint 

この表が外のドライバについては、「ドライバーズ CDJ 内の 「 Indexcd . htm 」 で該当するドラ 
イノくのフォルダ名称を確認し、フォルダ内の 民 eadme . txt または Install . txt をご覧ください。 

プレインス I ルソフトの巧インス I ル 

ここでは、ご購入時にインストールされているソフトウエアのインストールホをについて記述 
しています。アンインストールしたソフトウエアを再度インストールする場合のみ、次の方法 
でインストールしてください。 

P POINT 

► カスタムメイドオプションのアプリケーションをインストールするモ法は、各アプリケー 
ションのマニュアルをご覧< ださい。 

■ Dire け X 7.0 a のインス! -- ル 〔 NU ]〔 NUE 〕〔 MR 〕〔 MF ]〔 MC ] 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指をして実行」の順にクリックします。 

3 「名前 J に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ] ：¥ dx 70 a ¥ dx 7 ajpn . exe 

このあとは、メッセージに従って操作します。 

P POINT 

► [ NA ] には、 DirectX 7.0 a をインス！ルすることはできません。 

■ BATTERYAID のインス| ' - ル 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指をして実行」の順にクリックします。 

3 「名前 J に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ] ：¥ battery ¥ setup . exe 

4 「次へ J をクリックします。 

このあとは、メッセージに従って操作します。 
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■ Intel SpeedStep のインス I ル （ FMV-6113NA9/B 、 FMV- 6000 NU / し 
FMV- 6700 NU9 / し FMV-6750MR9 / し FMV- 6700 MF9/X) 

1 「リカバリ CD - ROM 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

- FMV-6113NA9/B の 場合 

[CD-ROM ドライブ]: ¥spdstep¥disk1¥setup. exe 
I FMV- 6000 NU/L、FMV- 6700 NU9/L、FMV-6750MR9/L、FMV- 6700 MF9/X の 場合 
[CD-ROM ドライブ]: ¥spdstep¥setup. exe 
「ようこそ」ダイアログボックスが表示されます。 

4 「次へ」をクリックします。 

「製品ライセンス契的」ダイアログボックスが表示されます。 

5 「はい」をクリックします。 

「七ットアップの完了」ダイアログボックスが表示されます。 

6 「はい、直ちにコンピュータをち起動します。」をクリックし、「完了」をクリッ 
クします。 

■ Windows 環境調査ツール (FM Advisor ) のインス I —ル 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ] ：¥advisor¥setup. exe 

このあとは、メッセージに従って操作します。 

■ Acrobat Reader のインストール 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行 J の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ] ：¥acrobat¥ar405jpn. exe 


このあとは、メッセージに従って操作します。 

4本パソコンを再起動します。 
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■ Intellisync のインストール 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指をして実行」の順にクリックします。 

3 「名前 J に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ] ：¥intsync¥disk1¥setup. exe 

インストールが始まります。次の POINT をご覧になり、メッセージに従って操作します。 

P POINT 

► 「ユーザの情報」ダイアログボックスでは次のように入力して〈ださい。 

名前： FMV-USER 
会社名： FM-USER 
シリアル番号： FUJ 014 

► 「セットアップの完了」ダイアログボックスでは 「「 Readme 」 ファイルの起動」のチェッ 
クを外し、 「 IrWizard を起動して赤外線接続を設定します。」をチェックして〈ださい。 

► 「赤外線の設定一現在のデバイス」ダイアログボックスでは 「Fujitsu FMV B 旧 LO FastIRI 」 
( CNUE ] では 「Fujitsu FMVB 旧 LO FastIR 」、 降同様）が選択されていることを確認し、 
「完了」をクリックしてくださし、。 

「Fujitsu FMV B 旧 LO FastIRI 」 が選択されていない場合は、「次へ」をクリックしてメッ 
セージにがって 「Fujitsu FMVB 旧 LO FastIRI 」 を選択して〈ださい。「赤外線の設定一 
I に omm ポートの選択」ダイアログボックスおよび「赤外線の設定 一 IrLPT ポートの選択」 
ダイアログボックスでは、 「 None 」 を選択してください。 

■ FMV 診断のインス I ル 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指をして実行」の順にクリックします。 

3 「名前 J に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ] : ¥shindan¥fmv505b¥diski¥setup. exe 

このあとは、メッセージに従って操作します。 

■ FM - 発修正のインス I -- ル 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指まして実行」の順にクリックします。 

3 「名前 J に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ] :¥fmcure¥setup. exe 

このあとは、メッセージに従って操作します。 
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困ったときに 

おかしいなと思ったときや、わからないことが 
あったときの対処方法について説明していま 
す。 


1こんなときには . 92 

2それでも解決できないときは . 97 

3その他の留意事項 . 100 
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1こんなときには 


ここでは、 Windows の使用時に直面する問題について、 Q & A 形式でまとめています。 
また、トラブルが発生したときや困ったときの参照ホを説明しています。 


トラブル発生時の参照先 


■ Windows に関して 

添付の Windows の マニュアルか、「スタート」メニューに 登録されているホンライン ヘルプを 
ご覧ください。 

■八ードウエアに関して 

『ハードウェアガイド』をご覧ください。 

トラブルシューティング 


□オンラインヘルプやエラーメッセージの対処方法を参照しても原因がわからない 

• 本パソコンでは、ホのパソコン診断アプリケーシヨンを用意しています。 

FM Advisor 

FM Advisor の使用方法は、次のとおりです。 

し 「スタート」ボタン^「プログラム J ^ rpMAdvisorJ ^ FfMA dvisorJ の順にクリッ 
クします。 

調査結果が表示されます。 

FMV 彰断 

FMV 診断の巧用ち法は次のとおりです。 

し 「スタート」ボタンー 「FMV 診断」の順にクリックします。 

このあとはメッセージに従って操作してください。 

P POINT 

► 起動中のアプリケーシヨンや常駐プログラムはすべて終了してください。 

► スクリーンセーバーは「なし」に設定して〈ださい。 

► フロッピーディスクドライブを診齡する場合は、フホーマット清みのフロッピーディスク 
をセットしてください。 

► CD-ROM ドライブを診肋する場合は、お手持ちの CD-ROM をセットして〈ださい。 









1 こんなときには 


□ 面面の文字やウィンドウのボタンが正しく表示されない、フォントがインストー 
ルできない、 ネットワークプロトコルが追加できない 

•「 FM - 発修正」を使用して〈ださい。 

し すべてのアプリケーションを終了します。 

2. 「スタート」ボタン^「ファイルぶを指をして実行」の順にクリックします。 

3. 「を前」に次のように入力し、 「 OKJ をクリックします。 

C ： ¥f J uty¥fmcu r e¥fmcu re.exe 


□ Windows が起動しなくなった 


■「ドライバーズ CD 」 に入っている 「 QT - PC / U 」 という診断プログラムでパソコンの診断を 
してください。 

診断後に エラー コードが表示された場合は、メモなどに控えておき、お問い合わせの陵に 
お知らせください。 

診断時間は通常5〜10分程度ですが、診断するパソコンの環境によっては長時間かかる場 
合があります。 

P POINT 

► rQT - PC / Uj によるパソコンの 該 断は、内蔵 CD - ROM ドライブから実行できます。ポータ 
ブル CD - ROM ドライブからは、実行できません。 

し 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2. 本パソコンの電源を一度切り、再び電源を入れます。 

3. 「FUJITSUJ ロゴの下に文字が表示されたら、すぐに 【 F 12】 キーを押し続けます。 

起動メニューが表示されます。 

4. CD-ROM を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

自動的に診断が開始されます。診断は6項目にっいて行われ、を項目の診断結果が画 
面の rSTATUSJ の部分に表示されます。 

•診断でエラーが発生した場合は、 rSTATUSJ 部に 「 ERROR 」 と表示され、画面の 
「Message Display 」 部に 8 巧のエラーコードが表示されます。 

お問い合わせの際は、表示された エラーコー ドをお知らせください。 

•診断でエラーが発生しなかった場合は、 「STATUSJ 部に 「NO ERROR 」 と表示され 
ます。 

5. 診断■が終了し、面面の 「Message Display 」 部に次のように表示されたら、 CD-ROM を 
取り出します。 

Eject CD - ROM . 

Press Ctrl + ALT + DEL for power off 

6. 【 Ctrl 】+ [ Alt ] + [ Delete ] キーを押します。 

7. 次のように表示されたら、 【 Enter 】 キーを押します。 

[ Ctrl + ALT+DEL Push ] -> Power off execute ok ( ENTER )? 

約 5 秒後に電源が切れます。 

ただし、機種によっては次のように表示され、自動的に電源が切れない場合があります。 

Please power oft manuallv 

この場合は、パソコン本体の電源を切ってください。 

■上記の操作でエラーが発生しなかった場合は、「リカバリと再インストール」（一 P .67) を 
ご覧になり、本パソコンをご購入時の状態に戻してください。 

それでも解かしない場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合せを 口」 またはご購入 
元にご連絡ください。 



第 4 章困ったときに 


□ プログラム実行中に Windows 上のすべてのものが動かなくなってしまった 

• 次の手順で Windows を終了させてください。 

1. にじ 1 】 + [Alt] + delete 】 キーを押します。 

「プログラムの強制終了 J ウィンドウが表示されます。 

2. 動かなくなったプログラムを選択し、「終了」をクリックします。 

プログラムが強制終了します。 

もし上記の操作で強制終了できないときは、に trl 】 + [Alt] + delete 】 キーを押す操 
作を2回繰り返して、 Windows を強制的に再起動してください。 

この方法で再起動できないときは、次のように操作してください。 

- MAIN スイッチを 畑 F にし、10ゆな上待ってから本パソコンの電源を入れます。 

P POINT 

► プログラムを強制終了したり、ネパソコンを強制的に巧起動したり、強制的に電源を切っ 
た場合には、プログラムでの作業内容をなちすることはできません。 

► プログラムを強制終了したり、ネパソコンを強制的に巧起動したり、強制的に電源を切っ 
た場合は、「スキャンディスク」を実行することをお到めします。 

「スタート」ボタンー「プログラム」一「アクセサリ」一「システムツール」一「スキャン 
ディスク」の順にクリックして〈ださい。 

スキャンディスクを実行した結ま、エラーがない場合はそのままお使い<ださい。エラー 
が表示されたときは、 メッセージに従って修復してください。ただし、修復してもトラブ 
ルが発ちする可能性があります。トラブルが頻繁にを生する場合は、リカバリして〈ださ 
し、 （ "► P .72)。 

□ ポインティングデバイスが使えないため、 Windows を終了できない 

• キーボードを使って Windows を終了させることができます。 

1. 【 Windows 】 キーまたは 【 Ctrl 】 + 【 Esc 】 キーを押します。 

「スタート J メニュ ■ —が表示されます。 

2. 「Windows の終了」を選択し 【 Enter 】 キーを押します。 

r Windows の終了」ダイアログボックスが表示されます。 

3. 「電源を切れる状態にする」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

Windows が終了します。 

ポインティングデバイスが故障している場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合せ 
を 口」 またはご購入元に連絡してください。 

□ PC 力ードが使えない 

• PC 力ードのドライバはインスIルされていますか？ 

PC カードに Windows% 対応のドライバが添付されている場合、ドライバをインストール 
する必要があります。 PC カードに添付のマニュアルをご覧ください。 

• IRQ リソースは足りていますか？ 

IRQ リソースが不足する場合があります。次の操作を行ってください。 

し お f まいにならないデバイス（プリンタならレくラレルポート」など）を BIOS セット 
アップでりち用しない J にします （••►『ハードウェア ガイド』参照)。 

2. 「マイコンピュータ J アイコンを右クリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

3. 「デバイスマネージャ」タブをクリックします。 

4. お使いにならないデバイス（プリンタなど）をダブルクリックします。 

5. 「全般」タブの「このハードウェアプロファイルで使用不可にする」をチェックします。 

6. ダイアログボックスを閉じます。 




1 こんなときには 


□「モデム着信によるレジューム」を設定したがレジューム時にモデムが使用できな 
い（モデム搭載モデル） 

■「マイクロソフト仮想プライべートネットワークアダプタ」がインストールされていませ 
んか？ 

「マイクロソフト仮想プライベートネットワークアダプタ」がインストールされている場 
合、「モデム着信によるレジューム」を設をしたとき、レジューム時にモデムが巧用できま 
せん。「モデム着信によるレジューム」を設定する場合は、「マイクロソフト仮想プライべ一 
トネットワークアダプタ」を削除してください。 

□新しくアプリケーシヨンをインス!ルしたあと、他のアプリケーシヨンを実行 
中にアプリケーシヨンエラーが発生するようになった 

• アプリケーシヨンのインストール時に追加された MFC ライブラリに問題がある場合があり 
ます。ソフトウェアライブラリをアップデートしてください （"► P .31)。 

□ディスプレイドライバ、サウンドドライバ、 LAN ドライバ、タッチパネルドライ 
バ (CMC) タッチパネルモデル）が正しく動作しない 

• Windows の画面が正常に表示されない場合は、 Safe モードで起動し、ディスプレイドライ 
バを変更してください。 

手順は次のとおりです。 

し 本 パソコンの 電源を入れます。 

2. 「FUJITSUJ ロゴが表示されたら、 【 Ctrl 】 キーを押し続けます。 
rMicrosoft Windows S )8 Startup Menu 」 が表示されます。 

3. 「3 .SafemodeJ を選択し 【 Enter 】 キーを押します。 


P POINT 

► 「キーボードのタイプを刊まします。」と表示された場合は、【半角/全角】キーを押します。 

しばらくすると、「デスクトップ」ダイアログボックスが表示されます。 

4. 「OKJ をクリックします。 

5. デスクトップで右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

6. 「設を」タブの「詳細 J をクリックします。 

「（不明なデバイス）のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

7. 「アダプタ」タブの「変更」をクリックします。 

「デバイスドライバの更新ウィザード」ダイアログボックスが表示されます。 

8. 「次へ」をクリックします。 

9. 「特定の場所にある...」を選択し、「次へ」をクリックします。 

10. 一覧から「ディスプレイアダプタ」を選択し、「次へ」をクリックします。 

11. 「製造元 J を「（標準ディスプレイ）」に、「モデル」を「標準ディスプレイアダプタ 
( VGA ) J に設定し、「次へ」をクリックします。 

「ドライバ更新の警告」ダイアログボックスが表示されます。 

12. 「はい」をクリックします。 

「次のデバイス用のドライバファイルを検索します。」と表示されます。 

13. 「次へ」をクリックします。 

14. 「完了」をクリックします。 
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15. 「閉じる」を2回クリックします。 

「続行しますか？」と表示されます。 

16. 「はい」をクリックします。 

再起動メッセージが表示されたら、本パソコンを再起動します。 

このあと、ディスプレイドライバをインストールしてください （"► P .87)。 

P POINT 

► 巧起動をに、「ディスプレイに問題があります。」と表示された場合は、「画面のプロパティ」 
ダイアログボックスで色数を16色に設をし、ネパソコンを再起動して < ださい。 

► 「0 K をクリックするとハードウ X アウイザードが始まります。」と表示された場合は、必ず 
「キャンセル」をクリックして〈ださい。 

• サウンドまたは LAN の動作に問題がある場合は、各ドライバをインストールし直す必要が 
あります。 

お使いの機種に対応するをドライバは、 「デバイスー覧」 （••► P .23) でご確認ください。イ 
ンストールホをについては、 「ドライバの再インストール」 （"► P .87) をご覧ください。 

□ スタンパイにを行できない 

• 「電源の管理のプロパティ」ダイアログボックスでの設定は、次の設定が選択されています 
か？ （"► P '67) 

「詳細」タブー「ポータブル コン ピュータを閉じたとき」：スタンバイ 
「詳細」タブー「コンピュータの電源ボタンを押したとき」：スタンバイ 

□ 表示画面が乱れる 

• アプリケーションを巧用中に、アイコンやウィンドウの一部が画面に残ってしまった場合 
は、ホの手順でウィンドウの再表示を行ってください。 

しウインドウの右上にある最小化ボタンをクリックし、アプリケーションを最小化しま 
す。 

2. タスクバーに最小化されたアプリケーションのボタンをクリックします。 

P POINT 

► 次のような場合に表示画面が舌 L れることがありますが、動作上は問題ありません。 

- Windows 起動時および画面の切り替え時 
- DirectX を巧用した一部のアプリケーション使用時 




2 それでも解決できないときは 


2それでも解みできないときは 


下記の連絡先へお問い合わせください。なお、お問い合わせ前に機種名と MODEL 
を確認し、 「お問い合わせ前の確認シート」 （••► P .99) に環境とトラブル状況など 
を記入してください。 

■ 機種名と MODEL の表記場所 

パソコン本体のラベルに記載されています。 

FMVXXXXXX -^—機種名 

M 加 EL FMVXXXXXX - MODEL 

MADE IN JAPAN 

富 ± 通株ま会社 


■連絡先 


こんなときには 

こちらへ 

添付品の不備 

ご購入元 

故障かなと思われたとき 

「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」※ 
またはご購入元 

FM シリーズの技術的なご質問’ご相談 

「富±通パーソナル製品に関するお問合せを 口」 X 

本パソコンにインストールされている 
ソフトウェアのお問い合わせ 

「お問い合わせ一覧」 （"► P .98) 


※：「富±通バーソナル製品に関するお問合せ窓口」の連絡先は、添付の『修理サービス網一覧表 J をご覧ください。 


■情報サービス 

また、次のホをで情報サービスを行つております。 


富±通パソコン FAX サービス 
(カタログ、 Q & A 情報） 

043-299-3642 (千葉） 

06-6949-3270 (大阪） 

インターネット 

(製品の技術情報、 Q & A 情報） 

富±通パソコンホームページ FM WORLD.NET 
http :// www . fmworid . iiet / 
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お問い合わせ一覧 


本 パソコンに 添付され ているソフトウエアの 内容に ついては、 次の連絡先にお問い合わせくだ 
さい。なお、記載の情報は、2001年7月現在のものです。電話番号などが変更され ている 場 
合は、「富±通 パーソナル 製品に関す る お問合せ窓口」へお問い合わせください。 


• はじめよう！インターネット （@nifty) 

-入会/ @ nifty サービス 全般 
ニフテイ株式会社 @ nifty サービスセンター 
9:00〜21:00 (指定の休日を除く） 

電話： 0120 -816-042 

(携帯- PHS • 海外の場合： 03-5444-2902) 
じ- mail : leedback (化 niftv.com 

URL : http :// www . nifty . com / support / madoguchi / 
index.htm 

■パ スワー ド再発行/各種手続き/解約 
ニフテイ株式会を @ nifty カスタマーセンター 
9:日日〜21:日日（指定の休日を除く） 

電話： 0120-842-210 

(携帯. PHS • 海外の場合：日 3-5471-5806) 
ヒ - mail : leedbackfO / inifty . com 


• VirusScan Ver.4.5 

日本ネットワークアソシェイツ株式会杜 

テクニカルサポートセンター 

9:00〜12:00、13:00〜17:00 (± 日、祝祭日を除く） 

電話： 03-3379-7770 

URL : http :// www . nai . com / iapan / 

• Adobe Acrobat Reader4.05 

ソフトウェア提供会社様より無償で提供されてい 
る製品のため、ユーザーサポートはございません。 
ご了承ください。 

• アプリケーション（カスタムメイドオプション） 

各アプリケーションのマニュアルをご覧くださ 
い。 

• その他 FM シリーズの技術的なご貴問-ごキ目談 

富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口 
C 添付の『修理サービス網一覧表』をご覧ください） 


本ソフトウェア製品の中には第=者のソフトウェア製品が含まれています。おを様の本ソフトウェア製品の使用開始について 
は、お客様が弊杜の「ご使用条件」に同意された時点とし、第 S 者のソフトウェア製品についても同時に使用開始とさせてい 
卜 だ■さホ子 

なお、第 S 者のソフトウェアについては、製品の中に蒋に記載された契約条件がある攝合には、その契約条件にしたがい取り 
极われるものとします。 






2 それでも解ミ夫できないときは 


お問い合わせ前の確認シート 


■ お客様の環境 


お使いの 

パソコンの 

機種は？ 

機種名： FMV 

MODEL : FMV 

購入日： 

購入店： 



本体標準： 

MB 



メモリの容量は？ 

増設： 

MB 

[メ ーカー： 

] 




[型番： 

] 


増設した 

周辺機器は？ 

種類 

型番号 

メーカー 











お使いの 
ソフトウエアは？ 

ソフトウ X ア名 

バ ージョ ン/レベル 

メーカー 

Win 订 OWS 98 operating 
system SECOND 

EDITION 

4.10 .2222 A 









■ トラブル状況 


トラブルの内容は？ 


何をしていると香に 
起こりましたか？ 


エラー メッセージは 
表示されましたか？ 

その内容は何です力、？ 


お前は問題な〈 
動作していましたか？ 

-な前は動作した 
-今回初めて試した 
-な前から動作しない 
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3その他の留意事巧 


本パソコンをお使いになるうえでの留意事項を記載しています。 

P POINT 

► 富±通パソコンホームぺージ FM WORLD.NET ( http :// www . fmworld . net ) にも，製品の情 
報が掲載されています。本書に記載されていない留意事項については、そちらをご覧<だ 
さし、。 

■ Windows 98の CD - ROM を要巧された場合 

ドライバのインスト ール 時などに 、 「’Windows % Second Edition CD - ROM ， ラ ベルの 付いた デイ 
スクを挿入して 「 OKJ をクリックしてください。」と表示される場合があります。このときは 
「 c :¥ windows ¥ options ¥ cabs 」 と指定してください。 

■本パソコンで使用するソフトウエア 

古いバージョン/レベルのソフトウ卫ア（アプリケーション、ドライバ）を使用すると、本パ 
ソコンおよびソフトウェアが正常に動作しない場合があります。本パソコンに添付されている 
ソフトウェアは、添付されているバージョンを{ま用するか、その最新版を入手して{ま用してく 
ださい。 

また、本パソコンに添付されていないソフトウェアの場合も、最新版を使用してください。 

■ Frontpage Express のインス I ■'―ル 

Frontpage Express は「スタ ■ —卜」メニュ ■ —に登録されていません。また、「コントロ ■ —ルパネ 
ル」ウインドウの「アプリケーションの追加と削除」アイコンからインストールすることもで 
きません。 

次の URL よりダウンロードして イ ンストールしてください。 
http :// windowsupdate . microsoft . com / 

■【 Windows 】 キーを押したときの動作 

アプリケーションを終了した直後やメッセージなどが表示されたウインドウを閉じた直後に 
【 Windows 】 キーを押すと、エラーメッセージが表示される場合があります。この場合は、「閉 
じる」をクリックしてエラーメッセージを閉じ、 Windows を再起動してください。 


■他の 0 S を使うには 

Windows 2000など、他の OS を巧うには、いくつかの設をを行う必要があります。ただし、機 
種により使用できない OS もあります。 

詳しくは、富±通パソコンホ^ームぺ'ージ FM WO 民 LD.NET ( http :// www . fmworld . net /) をご覚く 
ださい。 

なお、インターネットをご利用になれない場合は、ご購入元にご確認ください。 
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■ Acrobat Reader について 

市販のアプリケーションによっては、インストールの際に、 Acrobat Reader を一緒にインストー 
ルするものがあります。このとき、本パソコンにプレインストールされている Acrobat Reader 
4.05 よりも低いバージョンのものがインストールされてしまうことがあります。 

バージョンをご確認のうえ、 Acrobat Reader 4.05 をインストールし直してください （ "►P.89)。 


■ FM Advisor の CPU 情報表示 

FMAdvisor の 「CPU 情幸むの表示において、 CPU 名. CPU クロックが正しく表示されない場 
合があります。あらかじめご了承ください。 

■ ネットワークドライブの割り当て 

「ネットワークドライブの割り当て」機能を巧ってネットワーク上の共有フォルダにドライブ 
をを割り当てていると、 Windows を正常に終了または再起動できなくなる場合があります。そ 
の場合は Windows を終了または再起動する前に、「ネットワークドライブの割り当て」を解除 
してください。 

詳細については、富±通パソコンホームページ FMWORLD.NET (ht 中:// www.fmworld.net/) を 
ご覧ください。 

■ プロトコルの設定 

本パソコンでのネットワークの運用時には、必ず通信プロトコルを確認してください。「コン 
トロールパネル J ウインドウの「ネットワーク」アイコンをダブルクリックし、「ネットワー 
クの設定」 タブで確認および変更します。本パソコンのご購入時の設定では、「TCP/IP」が選 
択されていますので、接続するネットワークのプロトコルに合わせてを更してください。巧用 
するプロトコルについては、ネットワーク管理をにご確認ください。 

■ ネットワーク使用時の留意事項 

次の LAN デバイスを複数{ま用したネットワーク運用は行えません。 

• 2枚の LAN カード 

• パソコン本体の内蔵 LAN デバイスと LAN 力ード 

■ Windows Media Player などによる動画および音声再生 

動画ファイルおよび音声ファイルを複数同時に起動すると、正しく再生できない場合がありま 
す。このような場合はファイルを1つだけ起動して、再生することをお勤めします。 

■フ□ッピーディスクドライブユニットの着脱 〔MR〕〔MF〕CMC] 

フロッピーディスク ドライブ ュニッ トが接続され ていない 状態で フロッピーディスク ドライ 
ブに アクセス すると、応答に時間がかかる場合があります。 

■ USB 機器の増設について 

複数の USB 機器を増設して同時に巧用すると、 USB 機器の動作が不ををになる場合がありま 
す。この場合は、巧用する機器だけを USB コネクタに接続してお使いください。 
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■ワンタッチボタン設定のタブ表記について CNA ] CNU ]〔 MR 〕 CMF ] CMC ] 

ワンタッチボタンを設定するときに表示されるプロパティと、ワンタッチボタン自体の表記で 
異なるところがあります。次のように読み替えてお使いください。 


ボタンの表記 

プロパティでの表記 

ボタン1 

AoDlication A 

ボタン2 

AoDlication B 

ボタン3 

Internet 

ボタン4 

E-mail 


■フラットポイントの留意事項 [ NA ] CNU ]〔 NUE 〕[ MR ] [ MF ] 

• 他のマウスドライノくをインストールしている場合 、 Alps Pointing-device Driver のドライノくは 
インストールしないでください。 

•「コント ロール パネル」ウィンドウの「マウス」アイコンをダブルクリックすると、フラッ 
トポイントの機能を設定できます。 

• Alps Pointing-device Driver をインストールした状態で、他のマウスドライノくをインストール 
する攝合は、「ドライノくーズ CD 」 内の 「¥ Alps ¥ readme . txt 」（〔 NUE 〕 は r ¥ Alps . NUE ¥ readme . txtJ ) 
を参照して Alps Pointing-device Driver をアンインストールしてください。 

■他のマウスドライバをインス!ルするには 〔 MC ] 

PS /2 マウスをお使いになる場合に、 Microsoft 社;製 IntelliMouse ™ などのマウスドライバをイン 
ストールするときは、次のように操作してください。 

• タッチパネルがインストールされている場合 ( CMC ] タッチパネルモデル） 

まずタッチパネルをアンストールし、他のマウスドライバをインストールします。 

タッチパネルをアンインストールするには、「コントロールパネル」ウィンドウの「アプリ 
ケーションの追加と削除 J アイコンで 「 Fujitsu Touch Panel ( PS /2)」を削除します。 

• クイックポイント IV ドライバがインストールされている場合 （[ MC 〕 ベースモデル） 

化の マウス ドラ イノく を インスト ■ —ルする前に、「ドラ イノく ーズ CDJ 内の 「¥ Qpoint ¥ Readme.txtJ 
を参照してクイックポイント IV ドライバを アン イ ンス トールしてください。 

■クイックポイント IV ドライバの留意事項 ( CMC ] ベースモデル） 

• クイックポイント IV ドライバがインストールされている場合は、 PS /2 マウスでのホイール 
機能はサポートしていません。 

•クイックポイント IV ドライバでは、「コントロールパネル」ウィンドウの「クイックポイン 
卜」アイコンをダブルクリックしてポインティングデバイスの機能を設をできます。 
•クイックポイント IV ドライバはポインティングデバイスのドライバです。「スクロール機 
能」タブの「スクロール/あ大表示機能の切り替え」などは、マウスでサポートしていま 
せん。マウス使用時は「クイックポイントのプロパティ」ダイアログボックスでの設をが 
正しく動作しないことがあります。 

•アプリケーションによっては、「スクロール/あ大表示機能の切り替え」などの機能が巧用 
できない場合があります。 
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■タッチパネルドライバの留意事項 （〔 MC ] タッチパネルモデル） 

• タッチパネルドライバがインストールされている場合は、 PS /2 マウスでのホイール機能は 
サポートしていません。 

• 矢印パッドを設定した状態でタッチパネルドライバをアンインストールすると、アプリ 
ケーションエラーが表示される場合がありますが、アンインストールには影響ありません。 

■ 画面表示に関する留意事項 

■次のような場合に、一瞬画面が暗くなったり、画面が乱れたり、画面上に線が見えること 
があります。 

- Windows の起動処理中や終 T 処®中 
• スタンバイ状態になるとき、または元の状態に戻るとき 
•画面の解像度や発色数、リフレッシュレートをを更し、適用したとき 
. 画面のプロパティの設をタブの詳細ボタンをクリックしたとき 

- MS-DOS プロンプトをウィンドウ表示から全画面表示にするとき、および全画面表示から 
ウィンドウ表示にするとき 

これは一時的な画面の乱れで、故障ではありません。あらかじめご了承ください。 

• 「コントロールパネル」ウィンドウでアイコンを選択したときに、ウィンドウの左側の説明 
(選択したアイコンの情報が表示される部分）が正しく表示されない場合があります。この 
場合は、「コントロールパネル」ウィンドウを再表示（ウィンドウを最小化して元に戻すな 
ど）してください。 

また、 Safe モード中に表示したウィンドウ（「コントロールパネル」ウィンドウなど）は、 
そのあと Windows を再起動しても、ウィンドウ左側の説明が表示されません。この場合は、 
そのウィンドウの「表示」 夕こュ ’~の 「Web ぺ' —ジ」をチェックすると、説明が表示され 
るようになります。 

• 「画面のプロパティ」ダイアログボックスを表示したときや、「画面のプロパティ」ダイア 
ログボックスの「ディスプレイの詳細」タブで色数をを更後再起動したときに、まれにエ 
ラーメッ七ージが表示される場合があります。この場合は、表示されたメッセージの「閑 
じる」をクリックし、 Windows を再起動してください。 

• 3 D ポインタなどを使用していると、動画などを再生中にマウスポインタが表示されなかっ 
たり、ちらついて表示されたりすることがあります。このときは、「マウスのプロパティ」 
ダイアログボックス （ 「スタ'—卜」ボタン ー >「設定」 一 >「コントロ ' —ルパネル」の順にク 
リックし、「マウス」アイコンをダブルクリックすると表示されます）の「ポインタ」タブ 
の「デザイン」を「（なし）」に設定してください。 

• お巧いになるスクリー ン七 ■ — ノく 一によっては、スクリ ■ — ン七 ーバー起動中に「モニタ'—の 
電源を切る」機能や「システムスタンバイ」機能が正しく動作しない場合があります。こ 
の場合スクリーンセーバーか省電力機能のいずれかを無効にしてください。 


■ Windows の起動と終了に関する留意事項 

Windows の起動と終了については、次の,なに注意してください。 

• アプリケーションのウインドウを表示したまま Windows を終了または再起動すると、 エラー 
メッ七ージが表示される場合があります。また、 Windows の終了または再起動中に、編集 
中のデータを保存するかどうかの確認メッセージがま示され、保存するように指をしても、 
正しく保存されない場合があります。 Windows を終了または再起動するときは、必要なデー 
夕をすべて保存し、起動しているアプリケーションをすべて終了してください。 
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•アプリケーション （ 「メモ帳」や「ペイント」など）でファイルを新規に作成したあとに 
Windows を終了するときは、作成したファイルが必要な®合は、必ずそのファイルを保存 
してから Windows を終了してください。ファイルを保存せずに Windows を終了しようとし 
たときにも、保存先やファイルぶを指定するダイアログボックスが表示されますが、この 
とき日本語入カシステムは使用できません。 

■「アク七サリ」に関する留意事項 

□「スキャンディスク」実行中のメッ七ー ジ 

「スキャンディスク」を実行中に、次のような警告メッセージが表示されることがあります。 
rWindows または他のアプリケーションがこのドライブに書き込みを行っているため、再試 
行回数が10回に達しました。実行中の他のアプリケーションを終了すると、チェックが早 
く行われます。今後もこの警告メッ七ージを表示しますか？」 

この譬告メッ七ージはアプリケーションや、 Windows のメモリスワップ機能が、ディスクに書 
き込みを行っているために表示されるもので、本パソコンの異常を表すものではありません。 
「いいえ J をクリックして今後このメッ七ージを表示しないようにするか、「はい」をクリック 
してそのまま処理を続けてください。 

□「Microsoft BackupJ でテープデバイスを使用できない場合 

出荷時の状態では 、 「Microsoft Backup 」 を使用してテープデバイスへバックアップすることは 
できません 。 「Microsoft Backup J でテープデバイスを使用する場合は、次の手順に従って、 
「Microsoft Backup 」 をインストールし直してください。 

1 「スタート」ボタンー「設を」一「コントロールパネル」の順にクリックします。 

之 「アプリケーシヨンの追加と削除」アイコンをダブルクリックし、 r Windows 
ファイル」タブをクリックします。 

3 「ファイルの種類」の一覧から「システムツール」を選択し、「詳細」をクリッ 
クします。 

4 「ファイルの種類」の一覧から 「Microsoft バックアップ」のチェックを外し、 
rOKj をクリックします。 

5 「アプリケーシヨンの追加と削除のプロパティ」ダイアログボックスで、 「OK」 
をクリックします。 

6 表示されるメッセージに従い、パソコンを再起動します。 

7 「Microsoft Backup」 の削除が完了したら、巧度手順1〜3を行います。 

8 「ファイルの種類」の一覧から 「Microsoft バックアップ」をチェックし、 「OK」 
をクリックします。 

9 「アプリケーシヨンの追加と削除のプロパティ」ダイアログボックスで、 「OK」 
をクリックします。 
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10 表示されるメッセージに従い、パソコンを巧起動します。 

P POINT 

► 「Microsoft Backup」 を再インス！ルすると、本体のパラレルコネクタにプラグアンドプ 
レイ対応の機器（プリンタなど）を接錦した場合に、次のような問題が発生する場合があ 
ります。 

-接綿した機器がまった〈認識されない 
-パソコンを起動するたびに、接縮した磯器が検出される 
-同じ磯器を接綿しても、検出されたり、検出されなかったりする 
-接綿した機器の動作が不安定になる 

上記のような問題が発生する場合は、次の方法で回避できることがあります。 

- Windows を起動したあとに、パラレルコネクタに接綿した磯器の電源を入れる 
-ドライバのインストールがうまくいかない場合は、「スタート」ボタンー「設定」一「プ 
リンタ」の順にクリックし、「プリンタの追加」からインス!ルする 
上記の手順は一例です。詳細は、ご購入になった機器のメーカーに問い合わせるか、機器 
に添付のマニュアルをご覧ください。 

□「サウンドレコーダー」起動時のメッ七ージ 

「サウンド レコーダー J を起動したときに、「サウンド レコーダーの 設定が化のアプリ ケーショ 
ンに変更されています。」というメッセージが表示される場合があります。 

この場合は、「はい」をクリックして「サウンド レコーダー」 を続けてください。本メッセー 
ジが表示されても、「サウンド レコーダー」 の巧用上は何も問題はありません。 

□ 「ペイント」でビットマップの色が正常に保存できない場合 

「ペイント」にビットマップを貼り付け保存せずに「ペイント」を終了すると、保存を確認す 
るメッセージが表示されます。そのとき 「はい」 をクリックして保存すると、データの色数が 
256色の場合、ビットマップの色が正常に保をされない場合があります。「ペイント」を終了 
する場合は、「ファイル」メニューの「上書き保存」または「を前を付けて保存」をクリック 
し、ビットマップを保存してから終了してください。 

また、ワープロソフトなどで作成した文書に貼り付けられた画像をオブジェクト編集する場合 
には、呼び出された「ペイント」のパレットの色が正しく表示されません。オブジェクトの編 
集は、画像を貼り付ける前に行ってください。 


□「システム情報」で作成したテキストファイル 

「システム 情報」で、 「ファイル」メニ ューの 「エクスポート」 を行うと、作成された ファイル 
内の「ドライブの空き領域」の値が、画面上の 「Microsoft システム 情報」で表示される内容 
と異なります。画面で表示されている値が正しい情報ですので、そちらをご覧ください。 

□ 「拡大鏡」使用時の留意事！！ 

「が:大鏡」を f ま用している場合、次の操作は「化大鏡」を終了してから行ってください。 

• 起動時に画面の解像度が変わるアプリケーションの起動 
• Windows の終了 

「が:大鏡」を起動したまま上記の操作を行うと、「化大鏡 J や壁紙が正しく表示されなくなる場 
合があります。「お大鏡」が正しく表示されないときは、「お大鏡」を再起動してください。壁 
紙が正しく表示されないときは、 Windows を再起動してください。 
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■ アプリケーシヨンのインストール時/アンインス I ル時の留意事項 

アプリケーションのインストール/アンインストールについては、次の点に注意してくださ 
い。 

•アプリケーションを削除する方をは、それぞれのアプリケーションごとに異なります。を 
アプリケーションの マニュアル、 またはヘルプをご覧ください。 

•アプリケーションをアンインストールしたとき、そのアプリケーションに関連した、おを 
様が作成したファイルや設定した環境などが消えてしまうことがあります。アプリケー 
ションを削除する前に、必要なファイルをフロッピーディスクなどにバックアップしてお 
くことをお勸めします。 

• アプリケーションをアンインストールする陈、共有モジュールは削除しないことをお勧め 
します。削除すると、インストールされている化のアプリケーションが起動できなくなる 
など、化のアプリケーションに影響をみえる場合があります。 

•をアプリケーションを再インストールしたあと、「スタート」メニューにショートカットは 
登録されても、アイコンが表示されない場合があります。このときは、パソコン本体を再 
起動してください。 

• アプリケーションのインストールまたはアンインストールを行うときに、化のアプリ ケー 
ションを起動していると、アプリケーションエラーが発生することがあります。必ず、起 
動中のアプリケーションをすべて終了してから行ってください。 

•アプリケーションのインストール時に、インストールが完了したことを知らせるダイアロ 
グボックスが他のウィンドウなどに隠れてしまう場合があります。この場合は、 【 Alt 】 + 
【 Tab 】 キーを何回か押して、完了を知らせるダイアログボックスを表示し、インストール 
を終了させてください。 

• アプリケーションをインストールしたあと、タスクバーに不要なボタンが残る場合があり 
ます。この場合は、そのボタンをクリックすると、ボタンが消えます。 

• 特をのファイルとアプリケーションが関連付けられている場合、そのアプリケーションを 
アンインストールすると、関連付けの設をも解除されます。 

• 一部のアプリケーションでは、アンインストール後、 Windows を起動するたびに「プログラ 
ム 開始 エラー！」 と表示される場合があります。これは、アプリケーションがアンインス 
トールされたあともスタートアップにアプリケーションのショートカットが登録されたま 
まになっているためです。この場合は、「スタート」メニューの該当するショートカットを 
削除してください。 

■ 時刻の設定が反映されない場合 

「日付と時刻のプロパティ」ダイアログボックス （ 「スタート」ボタンー「設を」^「コント 
ロールパネル」の順にクリックし、「日付と時刻」アイコンをダブルクリックすると表示され 
ます）で日付や時刻をを更したあと、「適用 J をクリックして設定した場合は、 「 OK 」 をクリッ 
クして「日付と時刻のプロパティ」ダイアログボックスを閉じてください。「キャン七ル J ま 
たはぶ J で閉じると、変更した結果が正しく設定されない場合があります。 

■ フロッピーディスクのフォーマット 

未 フォーマッ トの フロッピー ディスクを Windows 98で フォーマッ トすると、化の OS 上で 
フォーマッ トするときよりも時間がかかります。あらかじめご了承ください。 

また、 未フォ ■ ー マットの フロッピ' —デ イス クをフ ォ' —マット中は、 「フォ ■ ー マット」ダイア ロ 
ダボックスの 「キャンセル」 をクリックしないでください。もし 「キャンセル」 をクリックし 
てしまった場合は、 【 Ctrl 】 + 【 Alt 】 + delete 】 キーを押して、 Windows を再起動してください。 



3 その他の留意事項 


■「エ クス プローラ」 が動作しなくなった場合 

「エクスプローラ J で CD-ROM ドライブの内容を表示したまま Windows を再起動し、その再 
起動中に CD-ROM を取り出すと、再起動した直後に 「エクスプローラ」 が反応しなくなる場 
合があります。この場合は、 にじ 1 】 + 【 Alt 】 + 【 Del 別 e 】 キーを押して、 「エクスプローラ」 を 
終 T してください。 


■ スタンバイ状態での異常終了 

スタンバイ状態で、電源を切ったり異常終了したりすると、次のメッセージが表示される場合 
があります。 

「コンピュータは、何度か待機状態になり、応答を停止しました。今後、待機が態にならな 
いようにします;6^?」 

この場合は、必ず「いいえ」をクリックしてください。「はい」をクリックすると、な降スタ 
ンバイ機能が使用できなくなります。 

■ 移動体通信で USB ケーブルをお使いになる場合の留意事項 

• USB ケーブルのモデムが使用できなくなる等の問題が発生した場合は、次の手順で「仮お 
ホ外線 COM ポート」を使用不可にして巧用してください。 

し 「マイコンピュータ J アイコンを右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 
「システムのプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

2. 「デバイスマネージャ J タブの「ポートに OM/LPT)J をダブルクリックします。 

3. 「仮想赤外線 COM ポート」をダブルクリックします。 

4. 「このハードウェアプロファイルで巧用不可にする」をチェックします。 

5. 「OKJ をクリックし、「閉じる」をクリックして「システムのプロパティ」ダイアログ 
ボックスを閉じます。 

• 「仮想赤外線 COM ポート」を巧用不可にしたあとで、「ケーブル接続」等のアプリケーショ 
ンによって「仮おホ外線 COM ポート」を{ま用される場合は、次の手順で操作してください。 
し USB ケーブルのドライバを削除します。 

削除方法については、「ドライバーズ CDJ の 「 Fjusb 」 フォルダにある Readme.txt をご 
覧ください。 

2. 「 仮想赤外線 COM ポート J を使用可能にします。 

上記と同様の操作を行い、手順 4 で「このハードウェアプロファイルで巧用不可にす 
る」のチェックを外します。 

3. アプリケーションの設をを行います。 

設をち法については、アプリケーションに添付の説明書等をご覧ください。 

4. USB ケーブルのドライバをインストールします。 

インストールホ法については、「ドライノくーズ CD 」 の 「 Fjusb 」 フオルダにある Readme.txt 
をご覧ください。 


P POINT 

► 本操作の実施前と実施をで、 USB ヶーブルの COM ポートが異なることがあります。 
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使巧許諾契約書 

富±通株式会社（な下弊社といいます）では、本パソコンにインストール、もしくは添付されているソフトウェア（な下本ソ 
フトウ ZC アといいます）をご使用いただく権利をお客様に巧して許諾するにあたり、下記「ソフトウュアの使用条件」にご同 
意いただくことを使用の条件とさせていただいております。 

なお、おを様が本ソフトウェアのご使用を開始された時点で、本契約にご同意いただいたものといたしますので、本ソフトウェ 
アをご使用いただく前に必ず下記「ソフトウュアの使用条件」をお読みいただきますようお願い申し上げます。ただし、本ソ 
フトウ卫アのうちの一部ソフトウュアに別途の「使用条件」もしくは「使用許諾契糸勺書」等が、添付されている場合は、本契 
約に優先して適用されま十ので、ご注意ください。 

ソフトウエアの使用条件 

し 本ソフ トウ ェアの 使用および著作権 

お客様は、本ソフトウェアを、日本国内において本パソコンでのみ使用できます。なお、お客様は本パソコンのご購入に 
より、本ソフトウユアの使用権のみを得るものであり、本ソフトウユアの著作権は引き続き弊社または開発元である第 S 
をに帰属するものとします。 

2. バックアップ 

お客様は、本ソフトウェアにつきまして、1部の予備用（バックアップ）媒体を作成することができます。 

3. 本ソフトウェアの別ソフトウユアへの組み込み 

本ソフトウェアが、別のソフトウェアに組み込んで使用されることを予定した製品である場合には、お客様はマニュアル 
等記載の要領に従って、本ソフトウェアの全部または一部を別のソフトウェアに組み込んで使用することができます。 

4. 複製 

(1) 本ソフトウェアの複製は、上記「2.」および「3」の場合に限定されるものとします。 

本ソフトウェアが組み込まれた別のソフトウェアについては、マニュアル等で弊社が複製を許諾していない限り、予 
備用（バックアップ）媒体な外には複製は行わないでください。 

ただし、本ソフトウェアに複製防止化巧がほどこしてある場合には、複製できません。 

(2) 前号によりおを様が本ソフトウェアを複製する場合、本ソフトウ ZC アに付されている著作権表示を、変更、削除、隠 
蔽等しないでください。 

く 1 等二ち への 譲渡 

お客様が本ソフトウ卫ア（本パソコンに添付され ている 媒体、マニュアルならびに予備用バックアップ媒体を含みます）を 
第=者へ譲渡する場合には、本ソフトウユアがインストールされたパソコンとともに本ソフトウユアのすべてを譲渡する 
こととします。なお、お客様は、本パソコンに添付されている媒体を本パソコンとは別に第 S 者へ譲渡することはできま 
せん。 

6. 改造等 

お客様は、本ソフトウェアを改造したり、あるいは、逆コンパイル、逆アセンブルをともなうリバースエンジニアリング 
を行うことはできません。 

7. 保証の拿ち囲 

(1) 弊社は、本ソフトウェアとマニュアル等との不一致がある場合、本パソコンをご購入いただいた日から90日な巧に 
限り、お申し出をいただければ当該不一致の修正に関して解社が必要と判断した情報を提供いたします。 

また、本ソフトウェアの記録媒体等に物理的な欠陥（破損等）等がある場合、本パソコンをご購入いただいた日から 
1ヶ月な内に限り、不良品と良品との交換に応じるものとします。 

(2) 弊社は、前号に基づき負担する責任な外の、本ソフトウェアの使用または使用不能から生じるいかなる損害（逸失利 
益、事業の中断、事業情報の喪失その他の金銭的損害を含みますが、これに限られないものとします）に関しても、 
一切責任を負いません。たとえ、弊社がそのような損害の可能性について知らされていた場合も同様とします。 

(3) 本ソフトウェアに第 S をが開発したソフトウェアが含まれている場合においても、第兰をが開発したソフトウェアに 
関する保証は、弊社が行う上記 （1) の範囲に限られ、開発元である第=者は本ソフトウ卫アに関する一切の保証を 
巧いません。 

8. ハイ七イフテイ 

本ソフトウェアは、一般事務用、パーソナル用、家庭用などの一般的用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途で 
の使用を想定して設計•製造されたものではありません。おを様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する 
措置を施すことなく、本ソフトウェアを使用しないものとします。ハイセイフティ用途とは、下記の例のような、極めて 
高度な安全性が要求され、仮に当該を全せが確保されない場合、直接生命-身体に対する重大な危険性を伴う用途をいい 
ます。 

原子力核制御、航空磯飛巧制御、航空交通管制、大量輸送運行制御、生命維持、兵器発が制御など 

富±通株式会社 


マイクロソフト製品サービスパック 

Microsoft® Windows® をご利用のお客様がよりまちしたシステムを運用していく上で、マイクロソフト社はサービスパックを提 
供しております （http://www.microsoft.com/japan/) 。 

お客様は、最新のサービスパックをご利用いただくことにより、その時点でマイクロソフト杜が提供する Microsoft® Windows® 
にて最もまをしたシステムを構築できます。 

したがいまして、当杜としては、最新のサービスパックをご利用いただくことを基本的には推奨いたします。 

ただし、お客様の環境によっては、サービスパック適用により予期せぬ不具合が発生する場合もありますので、ご利用前には 
サービスパックの Readme. 仅 t を必ずご確認ください。 

また、万一、インストールに失敗したことを考慮し、システムのバックアップを取ることを推奨いたします。 





FMV-6113NA9/B 


FMV- 6000 NU/L FMV- 6700 NU9/L FMV-67 日 NU9/L 
FMV-665NU9E 
FMV-6750MR9/L 

FMV- 6700 MF9/X FMV-660MF9/X 
FMV-660MC9/W 
Windows® 98 モデル 

ソフトウエアガイド 

B5FH-2931-01-00 

発行日 2001 年 7 月 
発巧責任富±通株式会社 


•本書の内容は、改善のため事前連絡なしに変更することがあります。 
•本書に記載された データの 使用に起因する第 S 者の特許権およびその他 
の権利の侵害については、当社はその責を負いません。 

•無断転載を禁じます。 




